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神さまのアナグラム

神さまのアナグラム

地球を眺めてアナグラム遊びで暇つぶしをしていた神さま。

EARTH（地球）、THEATER（劇場）、THE EAR（耳）・・

一字足らなかったり余ったり、ええい面倒だ、やめたわいっ！と

EARTHの文字をくしゃくしゃにして捨ててしまった。

神さまの思念から外れた地球は、瞬く間に宇宙の屑と化した。

神さまにはカラダがないものだから、

HEART（心臓）のスペルがとんと思い浮かばなかったってさ。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



袋とじ美女クローン＆キャロット

 
袋とじ、開けるまで中身は謎・・だからそそられるのよね。

きょうもまた駅売りの“お楽しみ袋とじ付き”週刊誌が売れていく。

2つの袋とじ美女、その顛末はさて。

・

1話：袋とじ美女クローン

近未来のメトロポリス。。

ひとり住まいのサラリーマンが、

駅売りで買った娯楽雑誌に付いていた袋とじ「美女クローン_Clone」。

“切り取り線に添って丁寧にお切りください”の表示通りに、

はみ出さないように切っていたが、カッターナイフの刃を滑らせてしまった。

微かな反応があっておそるおそる袋とじを開けると、

中で裸のミニ美女が夥（おびただ）しい血を流して息絶えるまぎわだった。

取扱説明書には“市販スープやフレークで原寸大に育ちます”



“デリケートですので優しくご使用くださいね”と書かれてあった。

となると矢も楯もたまらなくなり、

その夜のうちに駅売りやコンビニを回ったがどの店でも売り切れていた。

その翌日も、またその翌日もさらに遠くの町まで足をのばしたが、

二度と手に入れることができなかった。

取扱説明書や使用上の注意が守られなかった「美女クローン」の

大小さまざまな屍骸が不法投棄されていたのだが、

程なくしてそれも見られなくなった。

・

2話：袋とじ美女キャロット

近未来のメトロポリス。

ひとり住まいのサラリーマンが買ってきた雑誌の袋とじ「美女キャロット_Carrot」。

中には、“一晩ゆっくりとお風呂の湯にひたしてお戻しください”の説明書きと

乾燥した人参らしきカタチのものが一本入っていて、

手や足と覚しき突起物も見受けられた。

その夜は “美女キャロットの戻し湯”を兼ねて、

バスタブにたっぷりの湯を入れて浸かった。

久し振りに爽やかな目覚めで迎えた翌朝、

キッチンからカチャカチャと食器を並べる音、



鼻孔を刺激する美味しそうな味噌汁のニオイがしてきた。

と、「アナタゴハンヨ♥♡」の若い女性の声が聞こえてきた。

おおっまさか、本当かよ♪♬ベッドから跳ね起きてダイニングへ向かうと、

素裸に男のパジャマを羽織った瑞々しい美女がハムエッグをお皿に粧っている。

手に取った取扱説明書には

“従順ですがセックス・フリークなので健康にご留意ください”
 
と書かれてあった。

三十代半ばの男盛り、しかも醜男(ぶおとこ)、そんなこと構うもんか！と

狂喜したのもほんの数ヵ月、やがて男は体調を崩して欠勤がちになり、

遂には会社を首になった。

そしてある日、マンションの一室で白骨化した男の死骸が発見された。

同居人の「美女キャロット」は大都会の喧騒に紛れたままゆくえが知れない。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



編み物婆さん

編み物婆さん

奥さんあすはギロチンよ、たくさん刎（は）ねちゃうって♪♬

その日は早起き、断頭台まぢかの特等席に椅子を並べて、

編み物をしながら公開処刑を見物する『編み物婆あさん』たち。

処刑のたびに「首が転がってきたわ！」とはしゃいでいる。

ごろんと目の前の首入れカゴにまたひとつ・・ #twnove

・

編み物をしながら公開処刑を見物する「編み物婆さん」たち、

フランス革命時代の名物だったってさ。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



根菜の言い含め煮

根菜の言い含め煮（男の料理篇）

1　食べやすい大きさに根菜をカットして、ごま油で炒める。

　その際「熱いけど我慢しろよ！」と言い含める。

2　鍋にダシと調味料、昆布を入れて煮る。

　その際「美味しく出来んと捨てちまうぞ！」と言い含める。

　恫喝するように喋りかけるのがコツだ。

 
　〜♪♫♩♬

 
Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



細工包丁_carving

細工包丁_carving

彼はシェフの卵、

ダイニングで器用にリンゴをうさぎさんにした。

私ったら一口で食べちゃった。

こんどは胡瓜で蝶を、続いて人参に包丁を・・

冷蔵庫の食材を何でもかんでも細工するものだから

もう何も残っていない。

ねね、今度はなあに。彼におねだりすると、

そうだキミの桂剥き（かつらむき）なんかどう？

嫌よと身をくねらせる私。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



朦朧体（もうろうたい）

朦朧体

朦朧（もうろう）体って絵画の一手法なんだよね。

そう、その完成形がワタシなの、と

薄い花柄のワンピースを着たお姉さんが、

ティッシュボックス小脇にしきりに鼻水をかんでいる。

ホントだ、くしゃみするたびに小刻みに震える花模様。

花粉、霞目とあいまって、

お姉さんのたおやかな輪郭も景色に溶けこんで朦朧と・・

・

うどん脳

お昼は毎日セルフうどんのサラリーマン氏、

休日も遠出してうどん三昧な毎日。

東京転勤を命じられて本気で悩んでいる…。

「讃岐うどんなしでオレ生きていけるかなあ」。

もうすっかりカラダは、『うどん脳』というか『うどん漬け』なのである。



思い悩んだ挙げ句、意を決して辞表を出したという実話擬(もど)きなお話。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



ムーンエレベーター

ムーン・エレベーター

未来未来。

「ただいま100％、次の昇降をお待ち下さい」。アナウンスが流れた。

出発ロビーは月行きの客で満席だった。

「次は40分後か」。男は喫茶カウンターに腰掛けて紅茶を注文した。

窓外には10数本のムーン・エレベーターが、

雲を突き抜けて月まで伸びているのが見えた。

・

廃墟の呟き

未来未来。最後の少女が息絶えて人類は絶滅した、

と思われたその時・・「ふんっ！」、鼻息が静寂（しじま）を震わせた。

「って、今のだれなのさ!？」、

「って、そんなこと言ってるキミこそ誰！」。

そんな問いかけの言葉が次々と廃墟にリレーされていった。

 
・・人類はしぶとかった！



・

球形の花

空から花火を見おろすのが夢だった。

花火大会の夜、ぼくの病床を照らす花火の明かりが途切れたあと、

フィナーレを飾る「スターマイン」が夜空に打ち上げられた…。

心電図の波形がフラットになったその時、ぼくは空の高みにいた。

眼前に次々と球形に広がろうとする「スターマイン」が！

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



制服効果

制服効果

週末の盛り場で、警察官が酔っ払いたちの喧嘩を止めに入った。

いつもの癖で「おいこらっ！君たち止めなさい！」。

・・「なに !？おいこらっ、はねえだろう！」と、

酔っ払いたちは喧嘩を一時中断。二人で彼をボコボコに殴り倒した。

そしてまた、さらに激しく喧嘩をやり始めた。

足もとでは“普段着姿”の若いオトコが、顔を腫らしてひっくり返っていた。

警察官は、きょうが非番だったことを忘れていたのだった・・。 

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



メタモルフォーゼ

メタモルフォーゼ

朝、洗面所で驚いた！

鏡に映った私の姿は鮮やかな青緑色、芋虫そのものだったから。

丸い頭部に触覚のような短い突起がふたつ、

目なのだろうか、数個の小さな黒粒が煌（きら）めいている。

ぷよぷよとした筒型の胴体から立ちのぼってくる草汁のような臭い。

私の姿を見て妻は慌てふためき、台所のゴミ箱から野菜くずを拾い集めて、

お皿に装い始めた。・・もしかして私の朝ご飯のつもり!？

それからの数日を呆然自失の体で過ごした私は、芋虫からサナギ、

蝶へと姿を変えていく我が身の様子をただ眺めているだけだった。

これがメタモルフォーゼか、と感心する余裕がその頃には出来ていた。

遠くから微かに漂ってくる甘やかな花の匂い・・春が咲いている！

そう気付くともうじっとしてはいられない、

期待に胸をときめかせながら羽根をばたつかせていると、



ごく自然にカラダが舞い上がり家の外へと飛び立っていた。

何日も近所の花畑で蜜の味を楽しんでいる時、突然茎ごと摘まれてしまった。

花にしがみついたまま、再び自宅に帰って来て仏壇の花挿しへ。

羽根を休めながらふと見上げると、

私の遺影写真が、蝶になった私を見て微笑んでいる。

朗々と読経が流れる座敷で、妻と親戚の人たちが小声でしゃべる声・・

もう初七日ね。そう突然だったの、朝起きてこないからどうしたのかと。

彼岸まぢかの弥生3月・・いい季節だな、なんと云っても花日和だ。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

 
 
 
 



天使の羽根

天使の羽根

放課後の図書館でうたた寝していると、

どこからか可愛い子どもの声が聞こえてきた。

・・あのね、こんな話知ってる？

あなたがよく見るっていう、空から落っこちる夢。

あれは「夢見がち」な少女から、

「現実を知る」女性になる時に見る夢なんだよ。

現実を知り始める年頃になると、

いままで生えていた“天使の羽根”がポロッと取れちゃうの。

だから空を飛べなくなるんだよ。

え、キミはだれって？私はエンジェルよ、

この羽根は業務用だからいつまでも大丈夫なの、ふふ。 

original by momoiro milk



Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



反中デモ！

 
反中デモ勃発！

反日デモの“怨嗟”が海を越えて日本に飛び火。

横浜中華街に押し寄せた数千人の“反中”デモ隊は

「腹減ったよお！」のシュプレヒコールを繰り返し、

全店のメニューを食い尽くしてさらに都心を目指して行進を続けている。

呆然と立ち尽くす店主たちの声…

「おおい！飯代払って行ってよお！」 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を



おこわと女性

おこわと女性

昔々。

男の子が性に目覚めると、母親が夕食時に

「なあお前、女の子は怖いのよ、このご飯を噛みしめてよく考えなさい」と、

諭しながら〈おこわご飯〉を食べさせたものだとさ。

怖い、恐い、強い・・同音語にして同意語・・お強（こわ）ごはん、

女性を暗喩する言葉でもあるという、嘘。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



乞食の正論

乞食の正論

乞食が座っていた。

空き缶にコインを一枚投げ入れた、施しの音がした。

「ありがとうございました」と乞食。

いい気持ちになって立ち去ろうとすると、呼び止められて一喝された。

「キミも私に礼を言わんか！」

・・・成る程、

私を優越感にひたらせてくれた彼にも、感謝の言葉をかけなければ。

 
#twnovel



安酒は死のニオイ

安酒は死のニオイ

喉を通って落ちてゆく尾っぽが長いなあ…。

チープでハードな蒸留酒を飲み干すとまもなく食道が生焼ける臭いが。

おわっ、いま胃に着地したぞ！

強酸が沸く音がごぼごぼと鼻孔から噴きだしてくる。

うぷっ、もうそろそろ酔っ払う頃だ…。

安酒は、酩酊と引き替えに命を削る、然りもっともだ。#twnovel

・

ワシントンの盆栽

桜の木を切ってしまったことを父に告げたワシントン、正直者だと褒められた。

キャッチボールをしていて父の盆栽を壊してしまった私は、

正直に父に告げた、 酷く殴られた。

彼はワシントンの父でなく、また私もワシントンでないことに気付いた、

春の昼下がりだった・・ぐれてやるっ！ #twnovel



・

冬日暮れ

まだたっぷりと張りつめている日捲（めく）りカレンダーの数字が、

喘ぐように点滅する蛍光灯に照らされている。

表通りの向かいから媚びた飼い犬の鳴き声がここまで流れてきては、

冬風に攫（さら）われて遠ざかっていく。

さて私はいまひとり、晩ご飯の用意をしなければいけないのに、

炬燵のなか。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



北枕

北枕

魚屋さんへ買い物にきたお婆ちゃん、

ケースに並べられているお魚を品定めしていて、

「あらこのアジ駄目だわよ、北枕に寝てるじゃないの！」って。

とその時、お店に掛かっていた大鏡に映った自分の姿を見たお婆ちゃん、

「あら、やだあ！ワタシ左前にきもの着てたわ！」と、

急いで家に帰って行ったとさ。

・

平林

かみさんが買い物に出かけるというので、

こんやの酒の肴（さかな）に「うるめいわし」を頼んだ。

「よりめ、たれめ、やにめ、とりめ」などと呟きながら出かけたよ。

大丈夫か！?…ちゃんと覚えたのかい、



落語の『平林（ひらばやし）』じゃないんだから。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



洗脳

ティーブレイクにこんな“中韓ヘイト”小咄はいかが・・

マインドコントロールとかテレパスと同意語のような、

洗脳_Brain Washingツイノベ3題。

テレパス飛行

・

Chapter1_猜疑

こんな鉄の塊でも空を飛ぶんだ、どこまでも飛んでいくんだ！

…乗客たち全員、言葉の呪文を1時間ほど唱和させられる。

これをクリアしなければ出発できない。

なぜなら未来の飛行機はテレパスで飛ぶように設計されていたから。

しかし本日も中国で5機ほど墜落した模様だ。

これだから疑り深い人種は困るのだ。

・

Chapter2_洗脳

鉄の塊が空を飛ぶ、空高く飛ぶぞ！

…乗客たちはこの呪文を1時間ほど唱えなければ出発できない。

なぜなら未来の飛行機は、



乗客たちのテレパスで飛ぶようにプログラムされていたから。

にもかかわらず世界で毎日数機が墜落している。

しかしながら中国では未だ事故機が皆無。

 
洗脳されやすいお国柄のようである。

・

Chapter3_脳内発電

未来未来。日本人はついに脳内発電を可能にした。

スマホやiPadのバッテリー問題もこれで解決・・

いやそんなことより、2人が30分ほど手を繋ぐだけで、

戸建て1日分の消費電力が蓄えるほどのパワーがあった。

数年を経てさらに発電能力が飛躍的に進化、電力需給が著しく改善した。

これにより全国の電力会社が閉鎖されて、

 
すべての原発施設の廃棄が決定した。

職を失った数千人規模の電力マンたちは

“発電スタッフ”として外国へ出稼ぎにいくことになった。

もとより電気のオーソリティ、発電はお手のもの、

優れた能力を発揮して各国の電力不足を解消。

数年後には日本の外貨獲得No.1事業として成長していた。

中・韓やロシアも、民族の優秀さでは日本に負けていないとばかり、

国を挙げて脳内発電を試みたものの、



実験に携わって手を繋いだ人たちは

 
ことごとく脳みそごと吹き飛んでしまった。

日本人ならではの、

勤勉·実直な性格だから可能にしたということに気付くはずもなく、

ただ地団駄を踏んで悔しがった。 

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



にゅうさん菌

 
変換グセ

夫のパソコンでクラス会のDMを作り始めた。

書き出しはまず・・

緊縛した世情だけど大いに遺棄を上げて、楽しい集いに屍体わね。

あら漢字変換がオカシイわ、あの人のパソコン。 

その時TVから

「先ほど、遺棄された緊縛女性の屍体が発見され」と地元ニュース。

「この近くだわ！」。

その時玄関チャイムが・・随分早い夫の帰宅だ。

・

にゅうさん菌

突撃だ、生きて腸までとどくんだっ！

「隊長、あきまへん、胃酸が躍っています！」。

ぶぢゅるるにゅううさん・・



かくしてこの朝も、何10億の同胞が討ち死にしてしまった。

次の突撃はあすの朝だ。

Ｐhotoは「もやしもん」、ネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



怪談もどき

 
怪談もどき

雨まで降ってきたよ、こりゃ今夜は暗闇だね。

傘と提灯持っていきなっせ、吾平さん。

すっかり遅くなったなあ。早く帰って一杯やるべか・・

商いを終えて町外れのわが家まで、とぼとぼと。

提灯の薄明かりを頼りにようやく沼のほとりまできた時・・・

ぎゃあーっ！傘と提灯がっ！吾平の手元を飛び出て踊り出した。

・

お祖父ちゃんの入れ歯

入れ歯の出し入れをひょいと舌でやってみせるお祖父ちゃん。



どうやったのもう一度、ねねもう一度。孫にせがまれて有頂天、

ひょいと滑らせて火鉢のなかへ落っことしてしまった。

・・楽しいお正月だったね、お祖父ちゃん。

あれ、お仏壇の写真が恥ずかしそうにしているよ。

・

たこやきラプソディ

俊敏なスティック捌きで、

突かれて引っ繰りかえされて、愛されて、

ワタシはたこ焼きじゃないよと言っている女。



未来永劫

未来永劫

朝、5億円の宝くじ当選に驚がくしている時、

芥川賞受賞の第一報が選考委員会から入ってきた。

昼、アルツハイマー病末期で長年ベッドに臥せっていた妻が、

笑顔でかいがいしく祝福客たちを持てなしている。

愛する妻の生命と引き替えに悪魔と取引して、

世界で一番やさしい呪いにかかった私は、

いま人生最良の毎日を過ごしている。

きのうと寸分違（たが）わない一日を今日も、

そしてまた明日も、未来永劫繰り返して・・。 
・

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



テポドンと乙姫と第一書記長

テポドンと乙姫と第一書記長

全世界が半ば諦め気分で注視する中、カウントダウンが始まり、

轟音と白濁とした噴煙を撒き散らして改良型テポドンが発射された。

「第一書記長、打ち上げに成功しました！」

「あと数分で我が国初の人工衛星『イルソン号』が周回軌道に乗ります」

切り離された推進部は、オキナワ南方に飛散落下した模様だった。

それから数時間後、人工衛星から送られてきたのは、

珊瑚礁の群生をバックに熱帯魚が舞い踊る、

“竜宮城”の動画映像だった。

「・・あ、乙姫だあ♩」「第一書記長、気を確かにっ！」

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



双重人格

双重人格：shuāng chóng réngé
・

私と彼女の、何が違うのかしら。

あら何言ってるの、同じじゃない。

彼女ってあなたの分身みたい、瓜二つよ。

趣味も彼の好みもそっくり、成績だっていつも同点トップ。

でも彼が好きなのは彼女の方だから、困っちゃうわね。

・・昼休みの屋上で女子学生がひとり、

花曇りの空を見上げて喋っている。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



空を飛ぶ夢

空を飛ぶ夢

夢の中でよく空を飛んでいる。

大海原や鯨の群れなんかを眺めながら、

ピクニック弁当を食べるのが楽しみなんだ！

この日、ジュースと間違えてワインをリュックに詰めてきて、

飲んでいるうちに、ついつい酔っ払ってしまい海に墜落しちゃった。

それ以来空飛ぶ夢を見られなくなったんだ。

いま・・!？

アルコールホリックで入院中だよ。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



金環日食

金環日食

朝早くから納戸をかき回していた父が、

古びた黒いセル板を取り出してきた。

「これだ、爺ちゃんがあの時使っていた、金環日食の観察板だ」

「子どもは危ないからって使わせて貰えなかったけどな」

庭に出てセル板を空にかざすと浮かびあがってきた。

・・浮世絵四十八手図が！

えっ爺ちゃん、あの時何を見てたんだよ？

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



造物主のミス

造物主のミス

白骨死体は性別が俄（にわか）には分からない、

ということは男も女もアウトラインが同じということだ。

・・しかしなあ、創造主だってこんな事をして手を抜くんだぜ。

だからさ骨組みは造った、さあ！と彫塑の仕上げを入れている時に

ちょっと肉付けを間違えて出来たのがお前だよ、

という風に考えなくっちゃ、なあ息子、いや娘だっけな。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



ドクターストップ

ドクターストップ

近所のM某さん、公職を辞してますます意気盛んで健脚。

毎朝愛犬ハナコ（中型ミックス 仮名）を連れて

紫雲山頂上（標高200ｍ）まで片道1時間以上のウォーキングへ。

しかし連日のハードな行程に体調をくずしてしまい、

到頭ドクターストップがかけられてしまった。

慣れない山道を歩いて膝の関節を痛めているので近場のコースをと、

馴染みの“獣医師”の注意を聞いているM某さんの足もとで、

申し訳なさそうに主人を見上げている愛犬ハナコ、

その膝には白い包帯が痛々しく巻かれてあった。 

Based on a true story

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



携帯クラウド

携帯クラウド

オゾン層が消滅した近未来の地球。

折りたたみ傘ブランド・クニルプス社がドイツ科学アカデミーと共同して、

ミニ人工雲発生器『携帯クラウド』を開発。

ウェストポーチ程度のサイズ、

しかも充電３０分で８時間作動するという省エネタイプ。

世界の街角はいま、

 
頭上に『クラウド』を随行させた歩行者たちであふれている。

・・・おや、ペット犬まで。

爆発的に売れている『携帯クラウド』、街頭ビジョンには

「お出かけ必携アンブレラ、紫外線よけにマイクラウド！」のＣＭが、

エンドレスで流されている。

Ｐhotoはネット画像を無断加工。不可の場合はご一報を。

 



緑色の夢

緑色の夢_by momoiro milk

小学校帰り、畦道でやんちゃ友だちが、

雨蛙を捕まえて遊んでいた。

串刺しにしたり、お尻にストローを突っ込んで膨らましたり、

とても見ていられない。

次の日、登校の道順でその子を誘いに行くと

お母さんが困った顔をして、

「あの子、熱を出して寝込んでいるんだけど・・」と、歯切れが悪い。

見舞うと、布団の中で全身を緑色にして喘いでいた。

夢だったのか現（うつつ）だったのか、そんなおぼろげな記憶が。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



夢の話か、記憶の脚色か

夢の話か、記憶の脚色か

遙か昔の朧（おぼろ）な記憶・・。

小学一年の初登校日だったのか長い休み明けの朝だったのか、

薄暗いうちから起き出した。家の中が静かだ。

体の丈に似つかわしくない大きな布製かばんを肩にかけて、

溜め池向こうの小学校までただ一人歩いた。

まだ朝ぼらけ、運動場から講堂、通路まで校内は薄暗く人気がない。

頭上に釣り下がった半鐘に目を留めていた。

とその時、奥の茂みが揺れた・・!？「うわっ！」。

一目散に今来た田舎道を、息せき切って家まで駆けた。

「どこ行っとったん、えらいはよから」と、お袋。

鶏小屋からクォッコォッと小刻みな鳴き声。

ちょうどその時、土間の柱時計がボォーンと時を告げ始めた、



幾つ鳴った・・？

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



蚊一匹

蚊一匹

咬まれた、蚊やー！ばしっ！

なな、なにすんねん、阿呆あんた、ワテしばいてどうすんねん、

ああ、逃げてもうたがな！

うう動くな、ばししっ！あんたまたかいな！逃がしてもうてから。

もお刺すぞ！・・で、手もとを間違えてぷすぷすっ！

長屋ひと間は血だらけ！喜んだのは蚊ばかりという。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



深夜食堂

深夜食堂

場末の食堂で、

後ろの席から「不倫どんぶり下さい！」と女の声。

そっと振り向くと熟年男女。

そうこうしている内に、先ほど注文した“姦通どんぶり”が

私たちのテーブルに運ばれてきた。

怪しげなどんぶりのオーダーが行き交うこの店、

お薦めは“夫婦（めおと）どんぶり”、裏メニューだがね。 #twnovel

・

配偶者以外とフィジカルな関係を持つと、不倫、不貞、姦通、密通、密会、密懐（びっかい）と

呼ばれて刑罰に問われたことが、とここまでgoo辞書してきたが、内縁同士だとどうなったんだろ

うね・・。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



隠れ里

隠れ里

未来未来の日本。

しばらく雨が降り続いていたのに雨音が聴こえていなかったのは、

きっと胸騒ぎのせい。

戦争の跫音がこんな隠れ里にまで忍び寄っているなんて。

イヤホンから入る鉱石ラジオの微（かす）かな音が連日、

勇ましく戦果を告げているけれど、

きのうの朝、秘かに村へ降りた里の若い衆が見てきた光景に言葉を失う。

通りでは、痩せこけた子どもたちの落ちくぼんだ目が、

乳飲み子を抱きしめた母親たちの虚ろな目が、

万歳で送られる出征の少年たちの視線の定まらない目が。

そのどの目も此岸の淵を通り過ぎた彼方を見詰めていたという。

…この村は、いや俺たちの国はどこへ、どこまで追いやられて行くのだろうか。 

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



うふふ・・

うふふ・・

ラジオで、太陽が一番明るいのは日没の直前だって言ってたわ。

きょうのあなた、輝いているわ、

まるでトイレの電球が切れる瞬間みたいだわと、

見舞いに来た妻が喜々として喋っている。

えっ!？何その例え話、おれの病気、何なんだよ。

あら、あなたは気にしなくっていいの、

あとは私にまかせてね、うふふ。

・・・。 

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



お焼香

お焼香

きょうの昼すき家で、

隣席のお婆ちゃんが牛丼にたっぷりと“七味”を振りかけていた。

さてと、食べる前に両手を合わせて何やら呟いている。

食事前の神への祈りかと思いきや、

耳を澄ますと「なんまんだんぶ」・・えなに、お経、仏教!？

牛丼にかかった七味が焼香に見えてきた。 

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



因果応賞

因果応賞

夜中、酔っ払いがフタを蹴飛ばしてしまったマンホールに、

早朝羽田空港へ向けて急ぐパイロットの車が落ち込んで大怪我を。

急きょ新人パイロットが

ジャンボ機のキャプテンに起用されてフライトしたものの、

初歩的な操縦ミスで不時着した先が竹島沖。

日本から救助の海上保安庁やら自衛艦やらの近代艦船が大挙出動して、

そのどさくさに竹島に上陸、

韓国を追い出して実効支配してしまったよ。

島根県沖・竹島に何本もはためく日の丸の旗。

数日後、マンホールのフタを蹴飛ばした酔っ払いが特定された。

彼が表彰されたのは言うまでもない、という与太（ヨタ）話はいかが。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



躾け皿

躾け皿

あれは嫌い、これも嫌いとお皿からよけてたら、お皿の底が見えた。

覗いてご覧と母が言うので近づけると、

私の顔がゆらゆらと揺れてたちまち醜い老婆になった。

驚いて開いた口元は歯がボロボロだった。

ね、何でも食べなきゃそうなっちゃうのよ。

しつけ用のこのお皿は、いまベストセラーに。



自意識が発熱する！

自意識が発熱する

・

彼女の思い出話・・。

冬、学校の教室は寒いやん、そやけに授業で「分かる人！」て言われたら

何でもええけに、手を挙げとったんや。

友だちと一緒に「はいはい、はいっ！」って。

ほんで先生にあてられるやん、最初から分かってへんから答えられへん、

みんなの前で恥ずかしいけに、かあ〜っとなって熱くなるんや。

ええやろこれ、暖房費ただやで。いっぺんやってんまい！

彼女が高校（！）の時に、友だちと一緒にやっていた暖房法だって、

あなたは一体何を・・!？（ほぼ讃岐の方言表記）

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



添い寝のベティ

添い寝のベティ

娼婦ベティはお泊まり専門、

「まくら」「子守歌」「添い寝」がセットになっている。

評判なのが、彼女の持っているキティちゃんまくら、

頭を深々と柔らかく包み込んでくれる。

ハスキーな歌声、甘やかな温かさが心地よい添い寝・・。

今夜も、ひと夜の眠りを求める男たちが娼館を訪れる。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



お婆ちゃん！

お婆ちゃん！

どなたかは存じませんが、どちらさまでしたかねえ。

いえ、先だっては結構なものを戴き有り難う御座いました、

であれ何でしたの、まだ開けておりませんのよ、

生ものだと困りますわねえ、ほほ・・

先ほどから郵便ポストに一人話しかけているお婆ちゃん、

集配人がその傍らで困った顔を。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



お母さんの手旗

お母さんの手旗

高台の病院。

毎朝7時、窓ぎわのベッドからぼくの家を眺めている。

物干し台からお母さんが手旗信号を送ってくれる「ガ・ン・バ・レ」って。

退院の日、

家に帰るとお母さんがお仏壇の新しい写真立ての中で微笑んでいた。

一緒に乗っていた電車事故から一ヵ月が経っていた。

…お母さん！ #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



駆けつけ三杯

「駆けつけ三杯」は「火事は江戸の花」といわれた時代の言葉。

火事を聞いて駆けつけた際にはまず、火に水を3杯かけるのが礼儀だったとか、

茶わん酒を3杯煽（あお）って威勢をつけて火事場手伝いをしたとか、

でそれどっちなのさ!?と問われると、考えられるのはやはり後者でしょ。

「駆けつけ三杯」・・酒飲みからすると酒のことしか思い浮かばない。

・

駆けつけ三杯_作り話

火事は江戸の花、半鐘の音が若い衆には祭りのお囃子に聞こえてくる。

「おいっ火事じゃねえか、あの方角は旦那の店だよ、駆けつけなきゃ！」と

息せき切ってお店の前。

手伝いにやって来た人たちにまず“駆けつけ三杯”、

往来に並べた縁台に酒肴の用意も準備万端、酒を煽って威勢を付けて、

火消しに荷物の運び出しにと頑張る筈が。



この男、かなりの下戸だったからたちまち酔っ払っちゃった、

どうする足もとがふらついているよ、おいおい危ないよ。

・・「どうします旦那さま」「足手まといだから帰って貰っておくれ」ってさ。

酒につられて駆けつける男衆たち、

火事は江戸っ子のお祭りだい！酔っ払ったっていいジャン、ジャンジャン！

おいまたどっかで半鐘が鳴ってるよ、また酒が飲めるね♪♬ #創作

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



キン斗雲

キン斗雲

犬かきスタイルで空を飛んでいた。

どれくらい経ったのか、雲の合間からおっ立つ太い円柱に出会った。

片足あげておしっこをした、これが良くなかった。

遙か後方、孫悟空がキント雲に乗ってこちらへ翔けてくる。

するとこれはお釈迦様の指！？

目覚めるとおねしょで布団を濡らしていた。 #twnovel



おばさんOL

おばさんOL

カウンターだけの居酒屋・割烹で、

グラスビールをちびちび飲りながらOL風のおばさん二人連れ、

…こんどあのメニュー食べない？

…きのうお家で作ったからいらないわよ。

…じゃその横のはどう？

…あれ簡単よ、レシピ教えてあげるからこんど作ってみない、

 
　見た目より美味しくないけどさ。

と、おおよそ無遠慮な声で会話をしている。

「さっさと帰れよおばはん！」という

声なき声が全方位のカウンター客から・・・。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



ゾンビ伝説

ゾンビ伝説

「カミカゼ・アタック」と

 
「竹やり挺身隊」戦法を残すのみとなったニッポンが、

敗戦のカウントダウンに入った1945年。

8月6日、「B29・エノラゲイ号」は折からの雷雲に視界を阻まれて

目印としていた冨士山を視認できず、日本列島を横切りクレムリン宮殿上空で

トルーマンの秘蔵っ子『リトルボーイ』を投下、

一瞬にしてスターリンの影をその壁に焼き付けた。

続いて8月9日に発進した「B29・ボックスカー」にいたっては、

長崎へ辿り着けず北京上空へ迷い込んだ挙げ句、

2個目の原爆『ファットマン』を投下、毛沢東の頭上で煌々と炸裂！

かくして歴史は、「米ソ中」の世界終末戦争へと雪崩れ込むことに。

3大国への軍事物資供給など特需景気に沸くニッポンは、

敗戦の憂き目を見ることなく瞬く間に復興を遂げることとなった。



前大戦の二の轍を踏むまいと、陸海空を統括した軍隊を編成、

新鋭機の製造と空母中心の艦隊が建造された。

かねてより実験中だった原爆の小型化にも成功、

盟友ドイツから技術提供を受けたV2ロケット改良型に搭載。

3国が疲弊した隙に乗じて、強大な帝国を創りあげた。

歴史的には蛇足の部類であるが、ソ連軍から敗走中のマッカーサーは、

フィリピンで底なし沼に足を踏み外して溺死した。

最後の絶叫「I revive again！」を残して、

今なお彼の地に根強く残る“マッカーサーのゾンビ伝説”の始まりだ。

Ｐhotoはネットから無断転載した『ファットマン』。不可の場合はご一報を。



犬塚村から

人間と犬が顔付き合わることになって・・

もしそうなったら、さあどうしますあなたたち！？

・

犬塚村から

南関東にある犬塚市字犬塚村、

午後7時のニュースが家々のテレビから流れ始めている。

夕食後のキッチンで数枚の食器が割れる音。

ソファで寛いでいた夫が気付いて

「どうしたんだい、大丈夫かい」。

エプロン姿のままソファまで歩いてきて

「どうしたんだろうか私」と、妻の気怠い声。

「近ごろ立っていられないの」、足もとがおぼつかない。

「・・・えっ！？まあお座りよ、あす病院へ付きそっていくよ」。

・

生活機器の発達などによるエクササイズ不足や、

偏食やジャンクフード摂取で骨の軟化が永年に亘り進行。



町の景色は徐々に様変わりしてきた。

杖ぐるまや電動バイシクルの人たちが激増。

超高齢社会が一気に出現したかのような様相を呈していたが、

状況は加速度的に悪化していった。

・

人々は地球の重力に耐えられなくなり、遂には四つ脚で歩き始めた。

それはまず犬塚村から始まり、半世紀を待たずに都市部へと拡がった。

四つ脚歩行を始めた村の名前が、“犬”に由来しているというのも興味深い。

・

半世紀前に起こった現象は瞬く間に都市部へと蔓延。

最初の10数年は個体差があり、二足と四足の両方を使い分けていたのだが、

徐々にすべての人が四つ脚歩行へと変化していった。

・

“直立二足歩行”の終焉、これは新たなる人類の進化なのか。

・

未曾有の世界が出現したようだ。

人間たちが築き上げてきた都市基盤はもとより、

生活を支えている機器のことごとくが改良を迫られることになった。

最初の20数年で世界規模のインフラ整備がなされていった。

しかし四つ脚歩行だけはどうにも馴染めなかった。

なぜなら外出すると、

犬などの四つ脚小動物と視界を共有することになるからだ。

・

当初、テリトリーを侵されまいとする犬との小競り合いが頻発。



現実を重視した工学者により乗用車タイプの移動器が開発。

人間と犬との行動区分がなされた。

やがて手作業や生活に、

二脚・四つ脚を併用するスタイルが定着していき、

犬の視点で外の世界を眺めることにも次第に慣れていった。

・

平べったいカタチの新型パトカーが数台、町の方へ駈けていった。

中には警察官が寝そべってハンドルを握っている。

通りがかりのサラリーマン

「なるほど四つ脚でもらくらく運転できるな」

「4人乗りだぜ、サンルーフから顔出しているのが警部さんかな」

「で、どうしたんだい、あんなに沢山のパトカー！？」[

「ああ、なんでも下校中の小学生たちが野犬の群れに襲われたらしいぞ！」

「なんだって、うちの娘もあの学校へ行っているんだぜ！」

・

当然の帰結として10年もしないうちに、

中型犬以上は「人間保護法」で駆逐されることになった。

代わって「犬の動物園」が全国各地に開園された。

そしてまた半世紀、都市景観は様変わりしていた。

建物はすべて低層となり、階段はスロープに。



四つ脚でも快適な生活空間、

建築家たちはこれを“イヌバーサルデザイン”と自嘲気味に名付けていた。

・

これは人類100万年の歴史のなかで、造物主が私たちに与えた苦役なのか、

それとも進化への道なのか。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



温まる・・・

日々の疲れを癒してくれるのは、きっとあなたの笑顔、優しい言葉の音色。

ドーナツショップで彼が見た、つかの間の夢には

もう二度と出会えないかも知れない。

でもその思い出だけでしばらくは元気でいられるから、ね。

・

温まる・・・

やや肌寒さを頬に感じるがもう3月半ば。

夜勤明け、帰り道に必ず立ち寄るドーナツショップへ。

いつもの女性店員がカウンター越しに出迎えた。

毎回のように「お持ち帰りですか、店内でお召し上がりですか？」と、

マニュアル通りに応対されるとふと考えてしまう。

この可愛い笑顔もマニュアルなんだろうかと。

今朝はいつものドーナツではなく、ミートパイとホットコーヒーを注文。 

「かしこまりました。温まりますかお客様」と、唐突な言葉を返ってきた。

「え、なに？・・・ああ、そうして」 

「では、しばらく時間がかかりますのでこちらへ」 



「・・・！?」。 

ドーナツ柄のカラフルなタペストリーのれんが掛けられた、

カウンター横の入口に案内された。

「あれ、こんなオシャレなのれん、いつからあったの」

・・促されるままにほの明るい通路を先へ進むと、 

突然、目にもまばゆい大空間が広がった。

フロアには、いくつものドーナツ型ジャグジーが整然と並んでいる、

まんなかには熱帯と覚しき草木が。ドーム天井から差し込む柔らかい陽光、

かすかにリフレインされる波の音が耳に心地よい。

暖かくカラリングされたロッカールームで衣服を脱いでジャグジーのなか。

止めどなくカラダにあたっては砕けていく泡に、夜勤の疲れがほどけていった。

小一時間ほどジャグジーを愉しんでいただろうか、

ようやく身繕いをして先ほどの通路から店内へ戻ると、

ちょうど温まったばかりのミートパイがトレーに載せられたところだった。 

「では、ごゆっくりとお召し上がり・・」

先ほどと変わらない女性店員の笑顔に、私もごく自然に笑顔で反応した。

ドーナツショップの壁時計を見遣ると8時30分を少し回ったところ。

店に入ってから5分と経っていなかった。

その時、カウンター横に掛けられたタペストリーのれんをくぐる



老夫婦の後ろ姿が見えた。その姿に向かって、

「温まりますよ」・・と呟いている私がいた。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



デビル

デビル

週末の午後、

都心の高層オフィスビルの何基もある

エレベーターの一つに乗り合わせた老若男女9人。

中ほどの階で突然停止してしまった。

電気系統の故障なのかインターホンや緊急ボタンはおろか、

監視カメラも作動してない。

しかも、オフィスビルは午後から週明けまで閉館される。

しばらくして天上灯が消えて、明かりは携帯電話と使い捨てライターのみ。

エレベーター内に閉じ込められた9人の男女に異変が起きたのは、

手持ちの明かりが途絶えそうになってから。

「いゃああっ、デビルがっ！」。

閉所恐怖からパニックを起こした中年女性の叫びを合図にしたかのように、

若いビジネスマンが脳髄を叩き割られて絶命した。



たちまち血の臭いに噎（む）せ返るフロア。

この中の誰がデビルなのかと疑心暗鬼に陥る乗客たち、

続いて怪しいと疑われた黒ずくめの長身男性が殺された。

数時間後、ようやく異変に気付いて駆けつけた

レスキュー隊員たちが懸命に壁を掘削。

しかしその甲斐なく、

次々と絶命してフロアは恐怖の坩堝（るつぼ）と化していた。

「誰だ？俺はデビルなんかじゃないぞ、な、何を！」。

最期の一人が脳漿を飛び散らせて、そして誰もいなくなった。

床に血まみれになって転がる9人の屍体、

えっ！じゃあデビルは一体誰だったんだ!？

その時突如として数本のケーブルが一気に切れて、

急速に落下するエレベーター、激しく地上に激突するや、

霧のような黒煙を立ちのぼらせて消えてしまった。

「ひっひっひ〜ひっ！」・・・エレベーター構内に嗤い声が響き渡り、

底には血みどろの死体だけが散乱していた。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



ロバのパン屋

ロバのパン屋の悲劇は貧しいこの村に足を踏み込んだときに始まっていた。

奇妙に静かな秋の午後、スピーカーから流れる宣伝テープだけが

往来に鳴り渡っていた。馭者（ぎょしゃ）はcの時・・・。

 
：

ロバのパン屋

　

昭和中頃の貧しい百姓村、

村人たちが田んぼの穫り入れを終えて一息ついていた秋の昼下がり。

チンカラリンロンとやってくる〜♪♬

スピーカーで馴染みの歌をエンドレスに鳴らしながら、

『ロバのパン屋』が石くれだらけの田舎道を通りかかった。

その名の通り、年老いたロバにパンの荷ケースを牽かせている。

食うや食わずの貧乏村なのでパンを買う人がいる筈もなく、

ついぞ『ロバのパン屋』がやって来ることはなかったが、

この日は朝から売れ行きが芳（かんば）しくなく、

積んでいるパンの大方を残したままだったので、



街境（まちざかい）を越えて百姓村まで足をのばしてきたのだった。

物珍しさとニオイに惹かれて、数人の村の子どもが馬車のあとを付いている。

なにごともなく『ロバのパン屋』が村の中ほどに差しかかった時、

とある百姓家の田んぼの畦（あぜ）に片側の車輪を踏み外してしまった。

「わっひっくりかえるぞ!!」「ヒーホー！ヒーホー!!」

馭者の悲鳴とロバのいななきを引き連れて、

道路から一段さがった田んぼのなかへ馬車もろとも横転、

荷ケースに積んでいたパンを辺り四方へまき散らしてしまった。

蒸しパン、あんパン、ジャムパン、ころころと転がっていくドーナツパン！

子供たちの囃（はや）すような叫び声を聞いた村人たちがすぐさま、

まわりの家々から続々と飛び出してきて、先をあらそって奪い始めた。

ほんの数分の間に、田んぼから道路にまで散乱したパンだけでなく、

荷ケースに残っていたすべてのパンが、跡形もなく持ち去られていた。

荷車から転げ落ちて地べたに這いつくばって騒ぎを目撃していた御者は、

その時の村人たちの様子を砂糖に群がる“どろぼう蟻”に例えた。

陽はまだ高みにあって、少し汗ばむ気候だったという。

その後何年も『ロバのパン屋』がこの百姓村を通ることはなかった。 #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

 



僅か15年の悪い夢

日本の戦争は満州事変（昭和6年_1931）から太平洋戦争を経て、

日本の敗戦（昭和20年_1945）に至るまでの15年に亘った。

この時代のことは後世の人たちに『十五年戦争』と呼ばれている。

その年表を辿ってみるとこんなことになるのか、かなりお気楽なShort Storyだけどね。

・

僅か15年の悪い夢

父親の死去に伴い、

専務の米山秀藏が引き継いで経営する播磨製パン社は彼で二代目、

日清戦争勃発の年（明治27年_1894）に創業された老舗パン会社である。

日露戦争、第一次世界大戦のさなかも順風満帆に業績を伸ばしていた。

ところが関東大震災（大正12年_1923）により、

関東地域の販売引継ぎ店が甚大な被害に遭ったものの、

目覚ましい帝都復興の勢いに乗って回復していた。

しかし一難去ってまた一難のことわざ通り、

ウォール街に端を発した世界恐慌（昭和4年_1929）の煽りを受けて、



たちまち資金ショート、あすにも不渡り、倒産かと恐れおののいていた。

とその時、慌ただしくドアをノックする音

「おお、どしたんじゃ常務、慌て急いでからに」

「社長、ついに出ましたで！毎分100リットル、

しかも43℃、役場のお墨付きの本物温泉じゃ」。

かねてより加古川温泉郷の社有地一角に掘削中のボーリングマシンから

天然温泉が噴き出したとの報に、

「起死回生のグッドニュースじゃがで！」と狂喜、

温泉保養センターの建設に日々を忘れていた。

満州事変（昭和6年_1931）を引き起こした帝国陸軍は、

満州、大和、漢、モンゴル、朝鮮の『五族（五民族）協和』をスローガンに

『満州国』を建国、以降13年間に亘って支配。

世界中から非難の眼を向けられた傀儡（かいらい）国家である。

まさに破竹の進撃を続けているかに思われた矢先の昭和12年（1937）七夕の日、

帝国陸軍が盧溝橋事件をでっち上げて中国軍と交戦、

あわや全面戦争か！の激震が日本政府内を走ったが、危惧は的中、

そのまま日中戦争に突入してしまった。

「関東軍の阿呆どもが、あんなにだだっ広い国と戦争してからに、



温泉どころやあらへんがな」と米山秀蔵。

会社経営にも暗雲が立ちこめたのかと気鬱（きうつ）を感じた矢先、

陸軍省から一通の電話が鳴った。

大陸との戦争準備に入った日本軍から乾パンを一手に受注して、

その年の内に業績300倍、やれやれこれで暫く一息付けると安堵していた4年後、

遂に帝国海軍による真珠湾奇襲が敢行されて、

太平洋戦争（昭和16年_1941）が勃発。陸·海による破竹の快進撃も僅か半年、

翌4月、ドーリットルによるＢ25編隊の本土初空襲（昭和17年_1942）。

同年6月、慌てた軍部により計画されたミッドウエイ海戦（昭和17年_1942）の、

真逆（まさか）の大敗で帝国海軍は聯合艦隊の体をなさなくなる程に、ほぼ壊滅。

加えて米英による輸出禁止措置による燃料の払底が、

ここに至って追い打ちをかけていた。

毎日のようにラジオから放送される勇壮な戦果、

大本営発表の嘘八百を知っていた米山秀蔵は、日本の敗戦を確信。

会社を整理して妻と幼い子どもたち共々故郷姫路へ疎開、

すべての現金や戦時国債、貴金属を敷地内の土蔵に。

昭和20年（1945）の夏の朝、

頭上で煌々と火の玉が炸裂する夢に魘（うな）されていた。

夢の中では、天も地も視界はすべて塵芥（ちりあくた）と燃えさかり、



阿鼻叫喚の地獄図絵と化していた。

吹き出る汗と喉の渇き、茫洋とした意識で思考は混沌。

ようやくあけたカーテンの外は眩（まばゆ）い夏盛り、

きょうの暑さを予告するようにせみ時雨が喧（かまびす）しい…

きょうは何日だったか、見上げた日捲りカレンダーは八月六日、

柱時計が八時の時報を鳴らし始めた。

台所から妻の声「あなた、よく眠っていたわね、朝ご飯よ」

「子どもたちももうすぐラジオ体操から帰ってくるからね」。

8時15分、広島上空で新型爆弾が炸裂、

8月15日、昭和天皇の玉音放送による終戦公表、

呆然と時代の直中（ただなか）に立ち尽くす日本国民たち。

昭和21年（1946）、占領軍（GHＱ）主導による

日本国憲法が施行される間際のどさくさを狙ってか、

臨時政府による新円切替、預金封鎖が断行されて現行紙幣や戦時国債は紙くずに。

急激なインフレにより国の債務は帳消しとなった。

米山修蔵の財産もまた然りだが

「子どもたちや会社も、温泉も健在じゃ！」

「これから復興じゃニッポンは、



わしらには大きな未来があるじゃないか！」と高笑い。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



姥捨て星

 
 超高齢化の時代を迎えていた地球。

遙か宇宙の彼方に発見した新星を『姥捨て星』と名付けて、移住計画を発表。

それから150年後・・・！

・

姥捨て星

ゆるやかな丘陵地に広がる希みが丘ニュータウンの一角。

玄関先で家族との別れを惜しむ祖父・秀蔵と祖母・慶子。

街区ごとに分散した10数台のリムジンバスが次々と老人たちを乗せていき、

この家の前にも静かに停車した。

「じゃあお前たち。宇宙空港行きのお迎えバスが来たからね」

「これでお別れなのかい・・」と息子夫婦、孫たちも涙顔で

「じいちゃん、ばあちゃん、こんなの嫌だよっ！」

すでに空港ではスペースボートに分散した老人たちを、

宇宙軌道上に待機しているマザーシップへ運び始めている。

・　

未来未来。

超高齢化を迎えていた地球を、食糧不足や水資源枯渇の厄難が襲っていた。



危機的情勢の中、NASA（アメリカ航空宇宙局）は、

系外銀河の遙か彼方に前人未踏の新星を発見した。

新星は太陽に似た恒星に従い、地球と同じ組成の空気と水と大地を持っていた。

世界議会はここを『75歳からの希望の星』（コード名_姥捨て星）と位置づけて、

老人移住計画を発表。マスコミをも巻き込んで行った

“老人たちの楽園へ行こう！”ワールドキャンペーンが功を奏して

計画は混乱もなくスムーズに遂行された。

もちろん生活設備、医療機器、ソーラーシステムなども運び込まれて、

食糧自給も順調に行われていた。それから30年以上の間、

数ヵ月遅れのタイムラグながらも星からの通信が届いていたのだが、

数年前の、サンクスギビング・デイのメッセージに添えられていた

「おお牧場は緑_Ah,Lovely Meadows」の老人たちの合唱を最期に途絶えた。

〜山から流れ出る水は 冬の雪を溶かし 楽しげに巡り流れ　私を呼ぶ♪

生きていれば全員110歳を超えている、

移住者のすべてが寿命を全(まっと)うしたと発表された。

やがて平静心を取り戻した子どもや孫たちは、

ときおり星空を見上げて祖父母たちを偲んでいた。

・

世紀をひと跨（また）ぎした150年後、



『希望の星』を通りかかった採鉱貨物シャトルのクルー。

「おい、もうすぐあの星を通るぜ。『姥捨て星』だってよ、ユウスケ」

「そうだよジョニー、昔ニッポンには、

老人を山へ捨てにいく風習を描いた『楢山節考（ならやまぶしこう）』って

小説があったんだぜ、実話かどうだか知らないけどね」

「・・・なんだいそれ」

「どうしますキャプテン、誰もいませんよ、お墓だけでしょうね」

「この航路を通るのは移住以来2度目だからな、

一度調査するように宇宙局からオーダー受けているんだ、降りよう！」

「イエッサー、キャプテン！」

星に降り立ったクルーたちはしばらくして、見晴るかす緑の谷あいの、

桃の花が一面に咲き誇る果樹林で、

子供たちと遊ぶ若者たちの姿を見て驚がくした。

樹々には桃の実がたわわに実り、ときおり降り注ぐ甘露のミストシャワー。

そこには一基の墓もなく一人の老人もいず、

全員一枚布の貫頭衣のような服を身に纏（まと）っていた。

谷あいに点在する小体(こてい)なログハウスからたなびく煙と、

甘い果実の匂いがクルーたちのノスタルジックな気持ちをかきたてた。

キャプテンが『姥捨て星』の代表者とした話を総合すると・・・



桃の実を食べた老人たちの細胞は、日々新しく再生されていた、生殖能力さえも。

子供たちは老人たちの愛の結晶だったのだ。

俄には信じがたいことだが、ここはまさしく中国お伽の隠れ里『桃源郷』としか。

その若々しい人たちのなかに、秀蔵と慶子とその子どもたちもいて、

静かにこちらを見て佇んでいた。

帰途についた定期貨物シャトルが地球に到着したのは、

ワープドライブで10ヵ月後、報告を受けた世界宇宙局は狂喜した

「そんなパラダイスみたいな星だったなんて！」

新天地へ一番乗りとばかり、相次いで探査シャトルを発進させた。

座標軸が明確なのだから到着は時間の問題かに思われたが、

2年、3年と探索してもどうしても目的の星へ辿り着くことができない。

まるでそのエリアだけ宇宙空間が捻れているかのようだった。

探査隊に参加していたユウスケは、ひとり呟いた。

「そうだよあの星は『桃源郷』だからな、見つかりっこないさ」

「古代中国のお伽話もそんな結末だったよな」

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



千手布袋

昔々の言い伝えは怠け者を叱咤するための“方便”だったのかも、ね。

・

千手布袋（せんじゅほてい）

昔々・・手が空いていると、その身に魔物が宿るという

先祖代々に伝わる家訓に興味を持った跡取り息子、

もとよりオカルト話が大好きな総領の甚六（お人好しな長男）だった。

ぜひともその魔物とやらにお目にかかりたいものと、

毎日仕事もせずにただぶらぶらと両親にパラサイトを決め込んだ。

そうこうすること3年、次第に身が細っていく両親を尻目に、

上げ膳据え膳の日々なものだからとうとう布袋様のように

福々しい体躯になってしまった。

ある日の夕餉でこの男、茶わんを持つ自分の左手を見て驚いた。

その手を抱くようにもう一つ手が重なっている。

首を傾（かし）げてもとを手繰（たぐ）っていくと、

肩から何本も生え始めているではないか！



数えてみて気を失わんばかりに吃驚（びっくり）仰天！

両手で千本、千手観音ならぬ“千手布袋”が出来上がっている。

この前代未聞の珍事は、なんとも縁起が良いではないかと大評判となり、

またたく間に国境を越えて遙か遠くの町にまで伝わった。

千手布袋の手に触れば御利益が得られる、尊体を拝すると極楽浄土へいけると、

全国から老若男女が引きも切らず訪れて、やがて門前町まで建ち並び始めた。

やがて千手（せんじゅ）が空いていると魔物に宿られてはとならないとばかりに、

信者たちから『家内安全』『安産祈願』はもとより『商売繁盛』などの

色紙書きまで頼まれ始めた。

いやはや、仕事せざるを得なくなってしまったという訳だ。

これが後世、ウィキペディアにも記載された

千手布袋レジェンドのルーツなのである。

いまこの千手布袋は、大阪新世界で“商売の神様”として祀られて、

ビリケンにつぐ人気者となっているが、

手の盗難が後を絶たないのが悩みの種とか。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



夢で見た空

夢ならこのまま醒めないで！という夢と、

夢なら早く醒めて！という夢のどちらを見たいですか、あなた。

・

夢で見た空

夢で見た空は、茫洋と広く四角いカタチをしているように見えた。

変な夢だったなあと、寝ぼけまなこの朝。

カーテンを開けると外は、

今にも泣き出しそうな空模様、鈍色の雲で覆われていた。

ふと、あの奇妙なカタチの空の下はどうなっているんだろうかと疑問が。

次の日ボクは、野宿道具を背負って南へ向かって歩き始めていた。

一体何日歩いたのか、

岩場で突然足を滑らせて真っ逆さまに奈落の底へ・・！

落ちて行きながら見上げる先には光りの点滅が、ここが地球の果てか。

どこまで落ちていったのか・・目覚めると窓辺の水槽の中だった。

飼ったばかりのゼニガメに「餌の時間だよ」と



水槽を叩いて知らせている“ボク”が見えた。とても空腹だった。

天空では切れかけの蛍光灯が明滅していた。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



雨だれ殺人事件

雨だれ殺人事件

部署全員が閲覧する共通メアドに連日毎朝、

女部長からの叱責メールがダメ部下を名指して打たれた。

「ミスばっかりね！この無能力男！！責任の取り方知ってるの！！！」。

氷の雨だれのような〈！〉が、容赦なく彼を突き刺した。

ある朝遂に鬱積が暴発、用意していた刺身包丁で女部長を殺害してしまった。

胸に突き刺さったまま屹立する包丁が、

〈！〉のように見えたという部下たちの証言を受けて、

事件は“雨だれ殺人”と報道された。 #twnovel #小説

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



ある日

ある日

自転車のブレーキレバーを引いた。

と、絶妙のバランスで、どちらへも傾かず直立姿勢で停止した、

両脚が地に着かずに浮いている。

まるで呪縛にかけられたようだったが、

やがてストップモーション·アニメのように倒・れ・た。

ガッシャン！いてえ！

・・・学校帰りの子どもたちが、不思議そうに眺めていた。 

・

無題

控えの間で腰元たちの談笑、なにやらいいにおい。

・・そこへやって来た殿様、フスマに手を、慌てて押しとどめるお小姓

「と、殿！おでん中でござるっ！！」 

・

名誉

原告には毀損されるほどの名誉なし・・で、敗訴！の筈が、



判決が名誉毀損にあたるとして・・勝訴！

・

ひ

痛いよりも痛い「いたひ！」、痒いよりも痒い「かゆひ！」という表現、

これを『ひ効果』という。あの痒み止め剤『ムヒ』は

この心理効果をもとにネーミングされている。・・・なに、違うって！？

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



SF解雇特区

SF解雇特区

労働者の権利が確立された2065年、

労組によって制定された『解雇特区』に連日「FIRE！」の声が轟き渡っている。

クビにされるのは経営者や取締役。理由の第一は業績悪化の責任、

その他不快な体臭、顔が醜悪、女性社員を卑猥な眼で眺めたなどと理不尽だが、

国民の絶大な支持を得ている。

なにしろこの制度は日本国憲法で定められた労働者の特権なのだから。

『解雇特区』の矛先（ほこさき）はやがて政権与党にも及んでいき、

まっ先にクビにされたのは総理の安倍晋三だった。

現在の政府が、労組の傀儡（かいらい）政権とか、

日替り総理などと呼ばれて揶揄（やゆ）されているのは云うまでもない。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



閑話休題_a la carte

 
うるせえモディ！

…キュピズムな女ばかり抱いてるのか、ピカソ、女は顔だぜ！ 

…うるせえモディ！ 

1919年、そんな会話がパリのカフェであったそうな。

モディはモディリアニの愛称。

・

確率論

佐藤さんと鈴木さんが日本の首相になったのは、

 
確率論の為せるワザだった。

都内の雑踏で小石を投げると、佐藤さんと鈴木さんに当たるみたいな。

ちなみにワタシの姓名は一崇徳（にのまえむねのり）ですから、

歴史書に掲載される可能性は・・！

・

点心

“点心”の語源は、托鉢僧のもてなしで『空きっ腹に小食を点ずる』こと。



一汁一菜＆点心で栄養バランスを摂っていた、らしい。

ブログ：吉備野庵　これが真相『一汁一菜は点心が補う』

 
http://zenmz.exblog.jp/12844354/　

・

方丈記

サライ誌に特集組みが・・。

鴨長明『方丈記』は、大火、大地震、辻風などの

天変地異と人間を活写した文学。

Digestだけを読んでいても凄まじさが伝わってくるなあ。

夏目漱石の愛読書だとか、水木しげるが戦地へ持っていったとか。

・

片仮名言葉

政策的プライオリティー、政権党のアジェンダ、外交政策のオルタナティブ、

アジア・ゲートウェイ、イノベーション戦略、クール・ジャパン・・。

片仮名言葉のラッシュだよ、ちょっとgoo辞書引いてくるからね、

で、“オルタナティブ”ってなんだっけな。

・

断舎利

断舎利のことを“初期化”と呼ぶ人がいた。・・なるほどと納得している。

・

子どもと少年

http://zenmz.exblog.jp/12844354/


子どもっぽいね、って言われるとムッ！とするけど、

少年のようだ、って言われると満更でもないわ・・という微妙な年頃の女性。

・

鼾と嬶

深夜、鼻を詰まらせながら執拗に鼾（いびき）をかく女房。

目が覚めてふと、鼾と嬶（かかあ）ってよく似た漢字だなあと思った次第でさ。

・・ちなみにこれ“鼾を掻く”と書くんだってね。

・

無題

おっぱいと豆腐の9割は、脂肪と水でできている、

と言われても好きなものは好き、嫌いなものは嫌い。

・

半島の立ち位置

朝鮮半島は、支那の肛門を狙う牛刀であったり、

また日本にとっては、喉元に突き立てられた出刃であったり・・。

どっちにとっても危なっかしい存在だ、と言った人がいた。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



自動筆記_オートマティスム

其の壱）

深閑とした針葉樹の森を彷徨い続ける二人、

やがて疲れ果てて死体を擬して。

地中に巣くう虫どもの蠢きなのか、

夢魔たちの宴なのか、羊歯の茂る深緑の淵から 

聴こえてくるのは、なに。

天空から鋭利な光が二人を射貫くまで貪り尽くそう、

脳漿の雫、臓腑の膿。終の棲み家への羅針盤を。 #jidohikki

・

其の弐）

http://blogs.yahoo.co.jp/axros03/GALLERY/show_image.html?id=42902306&no=1


光年のはるかからキーを追うままに言葉をたれてながして、

はてさてなにができました。

脳幹はかくせいしましたが、はてさてなにが発熱したの。

かるくてきびんな、どうしてなかなか輪にならないものの、

行き着く先をさがして二十日鼠のかざぐるま。

くるからくるから、いつなのさ。 #jidohikki

・

自動筆記、もしくはオートマティスムという名の即興、

韻を踏んだだけのお莫迦な“現代詩”のように無意味なお遊びコピー。



存在証明

 存在証明

小指のさかむけ（ささくれ）一つにさえ自己の存在証明があるんだ、

という愚夫がいたが、ここ何年も深い自己喪失の中にあった。

このままではまた放浪の旅に出かけねないと危惧した賢妻は、

金づちで思いっきり夫の後頭部を殴った。たちまち奏功、

あまりの痛さに喜々！生きていることを実感したのであった。

・

ストリップティーズ

雨乞い護摩祈祷始まる！

雨雲がストリップティーズのように棚引いては消えていく。

愛撫のツボを外されて悶えている女のようでもある。

讃岐平野は焼けた鍋の底、

各地の霊山へ数千人の雨乞い祈祷師たちが登坂中と朝のニュース。

降水率0％のまま既に3年。

干からびた田畑、早明浦ダムに土埃が舞い上がる。



・

養育ビジネス

厄年に生まれた赤ちゃんは一度捨てると元気に育つと、

産着にくるんで家の前に置かれた。

しかしわずか数秒の隙に誘拐されて20年間行方知れずに。

・・その日、家を訪れた青年の手には臍の緒入りお守りと、

チョー高額な養育請求書を握らされていた。

近未来、マフィアの養育ビジネスが盛んになっていた。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



ご執心

 
  白

色の極まるところは〖白〗よ、

と彼女のワードローブはジャケットからワンピースまで

白一色にあふれていた。

白い着せ替えファッションの彼女、いつしか近所の人たちから

「あの方、ホントに服持ってないのよねえ、着た切り雀みたいだわ」と噂された、

という、嘘のような本当の話。 #twnovel

・

ピンク

色の極まるところは〖白〗よと宣っていた彼女、

今度はピンクに執心。ワードローブはピンク一色にあふれた。

人の目を驚かせたのはほんの数日、見なれると同じ服装に映るのか、

いつしか近所の人たちから

「あの方、ホントに服持ってないのね、売れない芸人みたい」と



噂されたという。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



なくなったお弁当

 なくなったお弁当

図書館で勉強していた高校生。

「弁当と水筒盗られちゃった！」と母親に。

机の上に、財布、携帯、バッグと一緒に置いたまま、

表の自販機でコーヒータイム。で、帰るとなくなっていた。

係の人に聞いても「預かっておりません」

「いいよ弁当なら。余程お腹が空いていたんだね」って。 #twnovel

・

注射嫌い

いきつけの犬猫病院で、看護師さんから「佐藤さ〜ん」と声がかかると、

リードを引っ張って私より先にさっさと診察室へ向かう愛犬。

「きょうは採血ですね」と聞いて、

悲しい鳴き声をだして私にすり寄ってきた。

いつもは「脈を計ってよ」とお手ポーズをするのに、



注射は嫌いなんだね。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



ぶっかけうどんを歌う

 
ぶっかけうどんを歌う

舌の上で跳ねて、口の中を躍る！

喉を落ちていくしなやか麺の甘露さが、

さらなるひと箸を慌ただしく手繰（たぐ）り寄せさせる。

エッジの立った包丁切り麺に、

程よく汁（つゆ）がからまって味蕾（みらい）を打ち鳴らす。

この至福を照らしているのか、陽はほぼ真上にある。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



パラレル世界

パラレル世界

・

負け戦

道往く人もまばら、剥がれ落ちた路線バスの時刻表、

空虚なマーケットの棚、物置と化した冷蔵ケース・・・。

約束されない平常が、もはや日常に。

あのメルトダウンから変わってしまった、この国。

これからどうなる、遙か山の向こうから沸きあがる鈍色の雲、

降り注ぐ死の連鎖。 #twnovel

・

勝ち戦

賑わうペーブメント、車体を軋ませながら停車する路線バス、

通路までモノが溢れかえるマーケット・・・。

勝利に沸き立つ興奮が日常になりつつあるこの国に、

軍楽隊のブラスバンドと軍靴の音が響きわたる。

遙か山の向こうから空を埋め尽くして飛来する戦闘機、



鳴り響く喝采。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



辞任会見

辞任会見

4月1日に社長就任の挨拶に行った先でことごとく

「きょうは4月1日ですよね、大丈夫ですよね !？」と、

何度も確かめられた某（なにがし）氏。次の日、突然辞任会見を行った。

誰しもこの発表を疑うことがなかったという、

エイプリルフールの嘘。#twnovel

・

伊藤比呂美

うぶな10代の少年を誘いこむように、慎重に夫を誘いましょう。

・・・ってこれ、70代の女性の性の悩みに答えた、身の上相談の一節。

毎回興味深く読んでいるが、答えるのは女流詩人“伊藤比呂美”。

『比呂美の万事ＯＫ』（西日本新聞）

・

自死代行

世に絶望した人、不治の病に罹った人・・・自死者があとを絶たない。

自死を実行するには、かなりの勇気が必要。



そこで本人に代わって、

迅速かつ苦痛なく殺し てくれるビジネスが繁盛している。

抽選によって順番を決めるほどだが、

遂行をもって発表に代えているので死への恐怖も少ない。 #twnovel

・

新しい年の始め方

新しい年を1月から始める人、4月から始める人、

いろいろだけど私は誕生日から。何故なら私のそれは12月31日。

除夜の鐘は鳴り響くわ、カウントダウン の斉唱がとどろくわで、

実にゆかい！明けて、おめでとう！ときちゃうから、

2日続けて世界が私を祝っているみたいなのよね。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



なりきり

 
なりきり

配役への〖なりきり〗で有名なハリウッド俳優の彼。

体重を増減するぐらいは何度も経験している。

近未来の『飢餓世界』を描く今度のSF大作に挑むためには、 

50kgの減量をしなければならない。彼の現在の体重が70kgだから・・・。

ええっ、どうなっちゃうの !？ #twnovel

・

さんぽ風景

朝のさんぽ中、餌トレーに鼻を突っ込んで、

忙（せわ）しく食事をしている飼い犬と目が合った。

途端にこの犬、鼻筋にシワを寄せて激しい唸り声をあげてワタシを威嚇した。

・・・な、なにおこの野郎！と、

餌を横取りしてやろうかと本気で考えた。（嘘） #twnovel



・

私はなりたい

あらゆることに自分のことしか勘定に入れず、

よく見聞きするが理解せず、そしてすぐ忘れ、

よその国に諍（いさか）いがあれば囃（はや）したて、

みんなに感謝されたら恩に着せ・・・。

そういうものに私はなりたいな。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

 



観・光

観・光

観光とは「光を観る」こと・・・じゃあ「光」ってなんだろう、と。

それは旅先で見聞きして感じる、

美しい風景とか温かい風土、珍しい風味ではなかろうかと。

すなわち新しい出会いの感動が「光」なのだと思います。

「光」は非日常の輝きだから、

人は未知の土地を旅するのですね。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



鱸（すずき）の送葬

鱸（すずき）の送葬

釣り好きの友人に、釣れたてのスズキを貰った。

早速塩焼きにして食べた、美味しかった。

翌朝メールで、

金子みすゞの詩『大漁』を真似た『スズキの送葬』を書いて送った。

釣り人の気持ちを酷く傷つけたようだ！

・・・以来釣果のお裾分けがなくなった。

シャレになっていなかったのだ。 #twnovel

・

夜の探検コース

按摩やのおばさんは話し好き。

「50年前は夜遅うまで、商店街が開いとったもんや」

「そやから夜の12時過ぎてから忙しになってな、2時頃まで治療してた」

「ええ時代やったなあ」

・・・アーケード商店街が廃墟になってから四半世紀。



いまは夜の探検ルートとして人気が高まっている。#twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



3年カメラ

3年カメラ

未来未来。某カメラ会社の廊下をせわしく走る音、ノックももどかしく、

「所長、大発明が！これが一眼レフカメラの究極モデルですっ！」と

息せき切って飛び込んできたのは主任研究員のエヌ氏。

「ほら見た目、何の変哲もないカメラですが」

「この機構とシステムが画期的なのです」

「あと5分にセッティングしていますのでご注目を!」

「でどうなるんだエヌ君？」

「いや百聞は一見に如かず、ですから暫しお待ちを」

・・・固唾を呑んで待つこときっちり5分後、

カメラ本体からレンズやシャッター、細かい部品までが飛び出して、

機体もろともバラバラになってしまった。

「おお、どうしたことだ !？」

「これが、お客さまにお買い上げ戴いてきっかり3年後に壊れるというカメラです」

究極カメラは安価な設定にしたこともあり爆発的に売れた。



そして3年後、次々と全国津々浦々で悲鳴が・・・！

ユーザーたちの呪いがこのカメラ会社に集中したのは勿論のこと。

それからちょうど3年後、この会社は売れ行き不振が祟って倒産してしまった。

・・・ってさ。

・

手塚治虫のショートショートにこんなコンセプトの

コミックがあったような・・・。



すごろく線

南京玉すだれ

久しぶりに家族でショッピングにやってきたお爺ちゃん。

心うきうき、つい歌を口ずさむ。

え、サテェは南京玉すだれ、あ、サテェ、サテェ〜♪♫

・・ちょっとお爺ちゃん違ってますよ、ここはサティですよサティ、

サテェじゃありませんから。 #twnovel

・

相 

恋人を「相方」という女性、週一のホテル行きを「お相伴」、

やがて二人とも浮気を始めて「相合い傘」でデート、

雨の舗道で出くわして「相打ち」。



それぞれの相手に「浮気は相身互いね、お世話さま」と。 #twnovel

・

すごろく

中央線に双六（すごろく）線が乗り入れ、

各駅ごとに車掌がダイスを振ってコースの指令。

おい！ここまで来て3駅下がるのかいと、

客席から悲鳴とも似つかぬ声が聞こえている。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

 



太巻き侍

太巻き侍

元禄文化が爛熟した武家社会で、

『ちょんまげ』の代わりに“太巻き寿司”を載せる

ヘアスタイルが突然流行して、鮨やさんが大繁盛！

「拙者本日は『穴子侍』 じゃ！」「何と貴殿は『鉄火武士』か！」

・・などと挨拶をしている隙に

野良猫に窃盗される事件が多発したってさ。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

 



モスちゃん

モスちゃん

街道沿いの派出所に、女性デリバリーが宅配バイクで到着。

・・「ちわ〜っす、モスでえ〜す♡」

「待ってたよモスちゃん〜�♪♫♩♬ ここきてお座りよ、ボクの膝の上に」

「キミなに言ってるの、拳銃で撃つよ！」

「は〜い巡査長！」

などと信号待ちの車の中で、夢想しているワタシ。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



五味

五味

…話しながら食事をしていると、

　料理の味がおかしくなっちゃうんだ。

彼は、相手が発する言葉の【五味】（甘・辛・酸・苦・塩）が、

【食味】と混同するという、悩みを抱えていた。

しかしそんな悩みも彼女との結婚で解決。

彼女の言葉や手料理のすべてに、愛情の【隠し味】が利いていたから。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



手遊び歌

手遊び歌

大相撲、突っ張り力士の同型対決、はっけよい！

土俵中央で、猛然と繰りだす手と手がことごとく合わさって長相撲に。

・・いつの間にか客席から、

せっせっせ〜のよいよいよいと合いの手の大合唱〜！

アルプス一万尺、小槍の上でアルペン踊りを踊りましょ〜�♪♫♩♬

手遊び歌まで飛び出して、館内お遊戯会の様相。 #twnovel

https://www.youtube.com/watch?v=15xMNUBBLwU …

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

https://www.youtube.com/watch?v=15xMNUBBLwU


キッド君

キッド君

…きどがわが氾濫しているみたいですよ。 

…え !? ・・きぬがわ？ 

…え、ええ、それ！私いま何て言いました？ 

とうまく誤魔化したつもりだったが、

以来有り難くないあだ名を拝命することになった。

曰く、『キッド君』だ。台風18号のばかやろめ・・と（怒） #twnove

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



尿意

尿意

「尿意で御座る〜！」と、

松の廊下を裃（かみしも）でひた走る浅野内匠頭。

ついに力尽きて立ち往生。

大廊下の真ん中で熱い液体を迸（ほとばし）らせて「むむ、無念じゃ！」と。

初登城で厠（かわや）の所在が不案内だった。

・

松の廊下で放尿してしまった

浅野内匠頭の不始末を咎（とが）める幕府の使者、

上意書（がき）を掲げて

…尿意（にょうい）で御座る！

畏（かしこ）まる内匠頭

…尿意（にょい）！ 

厠（かわや）案内のピクトさえあればこんなことには！と、

幕府に恨み骨髄の四十七忠臣たち、長い復讐劇の始まりだった。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



グッジョブ

グッジョブ

衆参同日選前に

「国が何をしてくれるかを期待するのは愚民、

国のために何をできるかを考えるのが良民なのであります」と演説して、

橋本野党連合に惨敗した自民安倍。

誰だ、ケネディ大統領の就任演説＊をパロったスピーチライターは？

・・グッジョブだ！ #twnovel
・

第35代米国大統領ケネディは就任演説＊で、

「祖国があなたに何をしてくれるかを尋ねてはなりません、

あなたが祖国のために何をできるか考えて欲しい」などと演説。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



作り話だ、悪しからず。

作り話だ、悪しからず

睡眠剤入りウィスキーを夫に飲ませて、ストーブに仕掛けをして・・・。

死亡保険金で若い愛人と生活を愉しむはずが、

保険は決行前日に解約されていた、火災保険まで !？

みたいな作り話を考えていたら、

近くで火事があったよ、焼け跡から夫の死体、

妻は火事場で暖をとっていたってサ・・・これも作り話だ。

・

愛犬の復讐

「さんぽいくよ〜！」バウバウ♫と勢いよく玄関へ飛びでてくる愛犬、

「さんぽや〜めた！」突如クゥーンと落ちこむ愛犬

・・・と、おちょくっていると自分のスリッパにしっこされたり、

ふとんにうんちされたという、伊集院さんの話を聞いて、

「うわっ犬もリベンジするんだなあ」と感心したりする訳でしてね。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



ぼっち

ボッチ

でさて【ぼっち】の出所は雑多、

ぼくが訛った【ぼっち】、でっぱりの【ぼっち】、

独り法師が転じた【ひとりぼっち】、

この時季だと【クリぼっち】とか・・しかしなんといっても流行りは、

気ままな一人飯の【ぼっちめし】。

・

双丘の唄〜♪♫♩♬

…キミのふくよかな双丘で離れぼっちになっている、

　ぼっちの大好きなぼっちに、

　右をミニー、左をデイジーって命名しよう。 

…あんた何ぶつぶつ言うてんの、

　はよこっちゃおいでえな。ぐふふ♡♥

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



いらっしゃいませ

 
ヨイショ

ガンマン対決、対峙したまま徐々に近づく二人。

その間どちらも相手への褒め言葉を声高らかにしゃべり続ける。

近ごろの決闘はヨイショのでき映えで決まる、

ヨイショに油断したガンマンが撃たれて死ぬのだ。

遂に西部では決闘専門の『ヨイショアカデミー』が開校された、

 
おお！ #twnovel

：

いらっしゃいませ

亭主が帰ってきたらね、妻は「いらっしゃいませ〜♡♥」って言うのよ。

これでぐっと夫婦生活が円満になるのよお、

 
とテレビで某（なにがし）女史。

それを真似たどこかのおかみさん、



旦那が気味悪がって家に寄りつかなくなった。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



従軍慰安婦

従軍慰安婦

（´-`）.｡oO 

いつまで引き摺らせているの、戦後。

最終的かつ不可逆的・・・goo辞書で『不可逆』の意味を学習した。

【ソウル時事】日韓両国間の大きな懸案となってきた、いわゆる従軍慰安婦問題をめぐる両政府

の協議が28日、合意に達した。

・

不可逆

外相が読み上げるコミットメントの「最終的かつ不可逆的に」の一行が、

瞬間かすれた。不可逆の『不』一文字だけが吹っ飛んでいた。

会見場のただ一つの窓をスルーして

500メートル先から放たれたライフル弾だった。

・・・誰もが、脳裡にゴルゴ13の名前を過ぎらせた。

官邸でほくそ笑む朴大統領。 #twnovel



・

蒸し返しの蒸し返し

熱気をおびるキッチンスタジアム、

日本対韓国の料理対決、テーマは饅頭（まんじゅう）だ。

持ち時間60分、開始のゴングが鳴った。

あわただしくキッチンを 走り回るスタッフ、機敏に指示を出すシェフ・・。

おお！ここで韓国の饅頭クッキング、秘伝の裏技がでたっ！

『蒸し返しの蒸し返し』だ。 #twnovel

日韓対決キッチンスタジアム、饅頭クッキング・・などというツイノベを書いたが、はからずも

メタファーになっていた。直訳すると隠喩だが意訳すると隠語だ。饅頭、またの名は言わないよ

。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



鳥葬

鳥葬

あの夜のベランダセックス、あなたが立ち去った後。

あの娘ったらオルガスムス（Orgasm：独）の余韻に浸ったまま、

ロッキングチェアで眠りこけてしまったの。

で、 群がってきたカラスたちに啄（ついば）まれてたちまち鳥葬に、

あっけない最期でした。

・・・いえこの界隈は特にカラスが多いんですのさ。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



決死

シークレット

今年の節分豆まきは、シークレットをご用意！

拾った方は最寄りの警察署へお届けくださいね、と場末の神社。

さっそく野次馬たちが集まって、賑やかに豆まき が始まった。

「やった、ヘロイン一袋ゲット！」「おれは注射器セットだぜ」

「あたいはクラックよ！」

・・・県警が大挙出動してきた。 #twnovel

・

決死

新築だ、棟上げだ、さあ餅まきだ♩

讃岐路のあちこちで、投げられた餅を取り損ねて頭部裂傷、

眼球破裂を負う人たち、鏡餅だと大方が致死傷だ！

大安吉日は餅まきラッシュ、救急車のサイレン音が喧（かまびす）しい。

・・・いつまで続く讃岐の奇習、棟上げ餅まき、決死の餅ひろい。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



冥界スナック

冥界スナック

昔ねえ、ホステスみんなでヒタイに三角巾、

死に装束でお客さんを持てなすというスナックやってたの、

照明に盆灯籠回したりして、ＢＧＭはもちろんお経だね。

かなり流行ったわ、ほ〜ほっほっ♪

知らずに入ってきた客は、みんなびっくらぽん！よ。

あそうそう、オープン祝いも業者さんに葬儀花輪をお願いしてね、

あの光景は圧巻、思いだしても愉快だねえ・・・と、

いまだに水商売顔メイクのおばあちゃん。#twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

 



うるう年

うるう年

ほの暗い街路灯、前を歩く女がいきなり立ち止まって振り向いた。

「ねえあたい幾つに見えるかい？」

逆光で顔がよく見えない。とっさに「28歳！」と答えた。

「まあ嬉しいね、ひっひひ〜っ」と声をうわずらせるが、

よく見ると相当な厚化粧のお婆ちゃん。

「いえ、うるう年で！」と言い直すと、突如爆裂して闇夜に散った。

・

ＩＱ

…そやけどよく考えると、やっぱしなあ。（妻） 

…君のＩＱでモノを考えるのは危険だ。（夫）

ばしっ！とはっ倒されて、台所の隅まで吹っ飛ばされる夫。 

・

誤変換

キーボードが壊れたのか誤変換が甚だしい。

彼女への決別のメールも、



「別れませんか、ボクたち」と打った筈なのに

「別れられませんね、ボクたち」と変換される。

私のＭａｃは、言葉を勝手に紡ぎ出すので目が離せない。

よほど厳しく校正しないと・・・ふとこのＭａｃ、

彼女から貰ったんだっけ！と。 #twnovel
 
Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



回る鮨や

回る鮨や

時おり、魚の生臭いニオイがレーンに乗って運ばれてくる、

皿から滑落した唐揚げやフライドポテトのかけらが

側溝に落ちて干からびている。

マニュアル通りに早口に喋ってそそくさと立ち去っていく店員たち。

おお、後ろのボックス席からは屁（へ）まで漂い始めて・・・。

ここはどこだ、回る鮨やだ！ #twnovel

・

テポドン

その昔、どこへ飛んでいくのか分からないといった意味合いで

『テポドン』のあだ名を付けられた男がいたが、

精度と飛距離が上がった今では褒め言葉とも取られかねない。

よって、「名は体（たい）を表す」の伝で

『スカポン』に変更することにした。・・・そんな風貌なのだ。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



瞠目のお見合い

幾つになっても

舐（ねぶ）らせろ、摘（つま）ませろ、舐（な）めさせろ。

・・・酔うと迫る私、ティーズよろしく焦らす妻。

貴方たち、もうベッドに入らないとお漏らししますよ！と

看護師に優しく注意される。

掛かり付けの医者も、もうそろそろ失禁が心配ですねえと言っていた。

この医療付き老人ホーム、

二人部屋で保証金3千万円、月々40万円なんだからね。 #twnovel

・

スシローで瞠目のお見合い

向かいのボックス席とこちらのカウンター席の仕切り、

お客さんたちが直接顔を合わせることのないように、

少しスジを違（たが）えて空きスペースがが設えられてある。

いつものように回ってくる鮨の品定めをしていると、

向こう側のおばさんも真顔でレーンの鮨を追っている、



と偶然小窓越しに見つめ合って瞠目（どうもく）！

二人ともすぐさま顔を逸らしたのはいうまでもない。

・・・互いに食えない顔だからなあ。 #実話

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



びっくりポン

びっくりポン

事件は朝8時から15分の間に起きた。容疑者の女にはアリバイがなかった。

刑事の尋問に「びっくりポンを観てたのよお、一人お部屋で！」

「そばには猫しかいなかったわ。この猫に訊いてよ、私のアリバイを！」

下の階では夫が刺殺されていた、

死体の傍らには出刃包丁、辺り一面血の海だった。

女の衣服も手も返り血を浴びてべっとり濡れていたが、

「なにこの血！知らないわよこんなの！」と白々（しらじら）しい。

みたいな #twnovel を推敲中だ。

妻（さい）は今階上で、ＮＨＫの朝ドラ『あさが来た』を観賞中。

よくプチ感動を聞こし召して涙目で降りてくるのだが、今朝はどうなんだい。

ちなみにわが家に飼い猫はいない。・・・ん、背後から殺気が！

・

キンカンムーン

「この前のスーパームーンよりちっちゃいな」



「ちょっと赤いわで」と妻（さい）、

「これってキンカンムーンやなあ！」と拙（せつ）・・・。

昔日の真っ昼間、爺ちゃんの鶏捌き（解剖）シーンがフラッシュバック。

白日のもとに晒された赤いキンカンには、

卵のなる前の無念が滲んでいて。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



料理の気持ち

料理の気持ち

最近気付いた。わが家にあるお皿たちはデザインが素っ気ない。

写真に撮られてフェイスブックにアップされることなど意に介していない。

言い換えるとお皿たちに自意識が欠如している、

だから料理が美味しそうに写らない。

きちんと盛りつけられた私たちの身にもなってよね！と

料理たちがカメラ目線で訴えているようなのだ。 #twnovel

・

万引きセール

朝の折り込みチラシを見て驚いた、タイトルが『万引きセール！』なのだ。

商品ごとに『館内清掃』『便所掃除』『３倍返し』などと

罰則がシールされてあって、

警備員たちに見つからなければ罪に問われない、というルール。

セールは大成功をおさめたものの、大赤字だったという。

敵もさるもの。 #twnovel



Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



申告制

申告制

…次女、いま台所でしたわよ。 

…長男、歯磨き中に洗面所でやっちゃった。 

…祖父、廊下歩いてて三連発だわさ、だはは。 

…旦那、出がけに玄関でスカシッ屁が。 

その都度、息を止める女房殿・・・この家でおならは申告制だ。

違反すると一食抜きである、本当である。 #twnovel



音痴のハミング

音痴のハミング_VersionⅠ

喫茶店で「そのイタリア民謡ってこんなメロディなんですよ。

ららぁたったあ〜らら、たった〜♪♫って、

アップテンポで軽快な曲なんですけど、タイトルご存じありません？」と彼。

まるで曲名が思いあたらずその場をあとにしたが、しばらくして思いだした、

彼がオンチだったことを。ヽ(´o｀； #twnovel 

それじゃいくら聴いても分からないよなあ。

・

作曲コンクール_VersionⅡ

作曲コンクールで社歌をつくって応募、見事特賞に輝いた夫。

「聴いてよ、こん歌なんだよ♫」と妻の前で歌ったのはいいが、

あまりの稚拙さに愕然とする妻。

２〜３日後、お祝いに訪ねてきた同僚たちがコーラスを聞かせてくれて、

とても素敵な歌だったことが！・・・彼は酷い音痴だったのだ。 #twnovel



ツイッターde大喜利

も〜いやよ

…も〜いやよ、こんなプレイ！

…いいじゃないか、取り調べ室ごっこ、

　 　
　 お前も楽しんでるじゃないか。（夫）

…ぐうふふ♪♫（妻、顔をおおったまま）

：

喪服の君

…喪（も）服の君を抱いてみたいって言うんです、彼が。 
　 　
　 だから夫を殺して喪主になったのよ、

　 　
　 それって、そんなにいけないことでしょうか、刑事さん！ 

…ん、いいかもな。

ＰhotoはTwitterから無断転載。不可の場合はご一報を。



漫画フリーク

漫画フリーク

４車線の高速道路のまん中を制限速度を気にもせず、

のろのろと走る軽トラック。その左右をクルマが次々と追い越していく。

追い抜きざまに運転席をのぞくと、両脚でハンドルを操りながら、

空いた手で漫画本をめくっている若いオトコが！

漫画好きもここまでくると“犯罪行為”に近い。 #twnovel

：

テリトリー

「私の鼻先３０インチ（７５㎝）からこっちは私の内庭だ。

無断で這入ってはいけない」

・・・これが『個人』を尊重する西欧人がいう、

自分だけのサンクチュアリ（聖域）、いわゆるテリトリー（縄張り）だ。

心を許した人以外は立ち入ることができない。

『世間』に生きる日本人にはこれがないらしい。 #余談



：

綾瀬はいま !？

「生まれ変わったら何になりたい？」と訊かれて有吉弘行、

「綾瀬はるかになりたいな！」ときっぱり。

楽屋でそのツイートを読んでいた彼女、豊満な乳房をふるわせて

「そんなの嫌よっ！」と、突如綾瀬はるかであることをやめてしまった。

彼女は綾瀬をやめていま誰に、また有吉は綾瀬になれたのか・・!？ #実話

詳しくは有吉弘行に訊いてくれ。

：

余談

出がけに妻(さい)、「あ、永谷園や！」

「・・・？」

「降りかけやがな、雨が」 #世間話

：

リベンジ

朝「さんぽいくよ〜！」と呼ぶと、キャワン〜♫と玄関へ飛びでてくる愛犬に

冷たく「さんぽや〜めた！」・・・クゥ〜ンと落ちこむ愛犬。

などと繰り返しおちょくっているとスリッパにおしっこされたり、

ふとんにうんちされたというＩ某氏の話を聞いて、

「うわ〜っ、犬もリベンジするんだなあ」と。Bow〜♪♫ #実話



Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



お袋の味

へんくつ長屋のおかみさん

…ほんに朝晩よーけ冷えますなあ、 
　

　あたし冷え性やけに、寒うて脳が沸きそうや。

…日中やて六甲おろしがスゴイわ、さぶうてかなわんで！

　

　すっぽんぽんになりたいぐらいや、ほんまに。 

…奧さん、それだけはやめとき、ケーサツ来るで。 

へんくつ長屋の真夏の会話。 #twnovel

：

うどん脳

お昼はいつも製麺所通いのサラリーマン氏、

休日も遠出してうどん三昧な毎日だが、

博多転勤を命じられて本気で悩んでいる。

「讃岐うどんなしでオレ生きていけるかなあ」と、

すっかり『うどん脳』なのである。



・・・ついに意を決して会社に辞表を出したという、

実話擬（もど）きの話。 #twnovel

：

お袋の味

これだけ料理が正確に文書化（レシピ）されて伝えられると、

もはや“お袋の味”というのは存在せず。

いやそれは違うのだ、例えばおむすび・・・。

お袋が、美味しくなあれ！と唱えながら握るおむすびは、

手のひらの塩味と愛情が一体になって、旨・さ・の・重・奏〜♪♫

さらにみんなでお話ししながら囲むテーブル、

いただくときはすでにお袋の世界に包まれているのだ。

お袋の味ってそういうこと・・・。 #余談

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



或る日のラジオ番組

或る日のラジオ番組

 
ＢＧＭは、ＵＳＥＮをダビングしたＭＤもしくは音楽ＣＤ、ＮＨＫラジオをその日の気分で選ん

でいる。先日、仕事とは使用する脳が異なるのか、空いてい る耳にスムーズに流れ込んできたの

が朗読風の番組。イージーリスニング代わりに聴いていてラスト近くになってようやく、作家に

よる創作ショートストーリー ということが分かった、というお話し。

：

定年を迎えてこれから二人で愉しく、という時に夫がアルツハイマーを発症した。

医師から「注意深く経過を見守っていきましょう」との、

なんだかつれない言葉を聞かされる妻。帰宅していろいろネットで調べてみると、

進行が止められない不治の病気であることなど、

アルツハイマーのアウトラインが次第に分かってきた。

夫と気長につき合っていかなくては、と覚悟を決めて甲斐甲斐しく看護する妻。

やがて症状が進んで、ごく近くのお店に買い物に出かけたものの、

家への帰り道が分からなくなって道ばたに立ち尽くしていたり、

さらに妻の名前はおろか顔の識別までおぼろになって

「どちらさんでしたか？」といった具合に・・・。

そんなある日のこと突然、



「そうだ、きょうは女性と会う約束があるんだ」と言って出かけようとする夫。

「ずっとどこへも外出していないのに、

そんな女性といつ知り合ったのかしら？」と怪訝に思う妻。

言われるままに身支度を手伝いながら“ネクタイをきつめに”結んでいた妻が、

ふと壁のカレンダーに目を遣って閃くように気付いた。

「今日は４０年前、夫にプロポーズされた日だわ！」と。

やがて、都内の待ち合わせ場所で待っている夫に、何食わぬ顔で近づいた妻

「お待ちになりました？」

「いえ、私もいま来たばかりで」

「どうです、これからお食事でも、おいしい店を予約してあるんですよ」

二人は肩を並べて小春日和の午後の銀座を歩き始めた。 
：

ＮＨＫラジオ番組_朗読ショートノベル『プロポーズ記念日』から要約

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



料理の基本は【あ行】

料理の基本は【あ行】

：

料理の基本は【さしすせそ】其の壱『あ』　

阿保弟子っ！なにさらしとんや！それは、いの一番、

違うそっちはハイミーじゃろ！あっちのズルチン持ってこいや！ 

「それって、使用禁止の合成甘味料！？」　

ということで、阿呆っ！の『あ』。　…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の弐『い』　

居候（いそうろう）三杯目をそっと出しって、

そっと出せばいいというものでもないわ！

もう１０杯目、お櫃（ひつ）カラッポよ。

ご飯炊くからお米洗って、それより薪割りが先よ！　

ということで居候の『い』。　…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の参『う』

ううっ！なんやこの味、



冷や奴にウスターかけやがったな、阿呆弟子！

いまから水洗いしてどーすんや、お前が食べるんや、なに？要らんってか！

賄（まかな）い食わんと立っとれ！　ということで、ううっの『う』。　

…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の四『え』　

客席から「え゛！」とわななく声。

厨房で聞いた神田川師、「なに！『え』に濁点を付けるほど不味いの？」と。

返ってきた柳川鍋を見て絶句、どじょうが元気に泳いでいた。　

ということで濁点付きの『え』。　…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の五『お』　

お代官さま、年貢どころか飢饉で食べるものも御座いません！

お腰に提げたキビ団子、一つおらにもおくれえな！

・・・飢饉に強いキビ（黍）からつくる吉備団子、やがて後世名物に。　

ということでお腰の『お』。　…To be continued　続かないかも

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



料理の基本は【か行】

料理の基本は【か行】

料理の基本は【さしすせそ】其の六『か』　

勝手知ったる他人んちの台所へお勝手から忍び込み、の『か』。

・・・帰宅してきた娘と母。

「お母さん、晩ご飯できてるわ、ご馳走だよ！」

「ひゃ！台所おぢさんに這入られた！」

「・・・？」　

…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の七『き』　

週末のデートは夜景が美しい丘。

「ねえランチに何を食べたか、当ててみない？」と、眼を閉じて迫る彼女、

重ね合う唇。「このスパイスは！」

・・・ということでキスの味でプロファイリング、の『き』。　

…To be continued　続かないかも



：

料理の基本は【さしすせそ】其の八『く』

新世界の串カツ屋台。

「ソースの二度づけはあきまへんで！」

「足もとに串を放（ほお）ったって、ちゃんと数えてるさかいな！」と、

口喧しい串カツ屋のおばちゃん。ということで串カツの『く』。　

…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の九『け』　

「お味はいかが？」と妻が訊く。

ぼこっ、ぼこ・・！と泡立つ煮込み鍋。

お皿から未だかつて嗅いだことのないニオイが漂う。

ひとくち食べて夫、「けったいや！」と。　

ということで、けったい！の『け』。　

…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の十『こ』　

すれ違う街の人たちが笑顔で「コマンタレブー？」と声をかけてくる。

わたしは河向こうのビストロシェフ、

腕は一流だが虫の居所が悪い日は店を開けない。



だからみんなが「ご機嫌いかが？」のお伺いを。　ということで挨拶の『コ』。　

…To be continued　続かないかも

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



料理の基本は【さ行】

料理の基本は【さ行】

料理の基本は【さしすせそ】其の十一『さ』

「さあお昼よ、手洗っといで！」

「おかあさん、お昼ご飯はなあに？」

「おみそ汁よ」「おかずは？」

「豆腐、じゃが芋にねぎでしょ」とみそ汁の具を並べる母。　

ということで「さあお昼よ」の『さ』。　

…To be continued　続かないかも

　　

：

料理の基本は【さしすせそ】其の十二『し』　

たまには子どもにお肉をと、

握りしめた食費をパチンコでスってしまったお母さん。

「焼肉じゃなかったの、母さん！」と子どもに責められて、

パチンコ撲滅運動を始めた。　ということで「食費」の『し』。　



…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の十三『す』　

御前試合、ルールは寸どめだが両者掛け声ばかりで一進一退！

見届け人たちが退屈して世間話を始める始末。

そこへ殿の一声「ティーブレイクじゃ、しばし休憩にせよ！」　

ということで『寸どめ』の『す』。　…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の十四『せ』　

「砂糖、塩、酢まではいいわ、けど『せ』って何よ !？」と

レミ先生が怒っている。

「しょう油が訛ると『せうゆ』になっちゃうの」と神田川師。

「じゃ『そ』って？」「・・・」　

で『せうゆ』の『せ』。 　…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の十五『そ』　

「何よ『そ』って、まさかソースじゃないわよね！？」と

レミ先生が切れそうだ。

「いや、おみその『そ』ということで、いかがでしょ」と神田川師。

「おみそれしちゃうわね！」「ははは（汗）」　



で『おみそ』の 『そ』。　…To be continued　続かないかも

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



料理の基本は【た行】

料理の基本は【た行】

：

料理の基本は【さしすせそ】其の十六『た』　

「たんたん狸の〜♪♫」と歌えば何を作るかお分かり？

違うわ、たぬき汁じゃなくって袋煮よ、

すし揚げをキャン玉袋に見立てて具を詰めて煮付けるのよ。　

ということでたんたん狸の『た』。　…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の十七『ち』　

料理は科学、愛情が隠し味、

レシピはちゃんと守ってね！が口癖のレミ先生。

家ではそんなことを忘れて好みのさじ加減、

カロリー過多で家族みんな成人病予備軍に！　

ということで、ちゃんとの『ち』。　…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の十八『つ』　

レミ先生、つの文字は牛の角文字、恋文のことよ、



きょうは海老の『つのじ』をつくりましょ。

活きのいい海老にね、串をこう通して『つの字』にね、あら逃げちゃダメよ！　

ということで、つのじの『つ』。　…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の十九『て』　

手塩にかけて育てられたのよ私、キャハッ！と屈託がないレミ先生。

ということでお吸い物で手塩のレッスン。

薄目の味付け、加減は“手塩皿”をお膳に添えて好みでね、ということで、

手塩の『て』。　…To be continued　続かないかも

：

料理の基本は【さしすせそ】其の二十『と』　

角の豆腐やさんの夫婦ったらしょっちゅう喧嘩よ、豆腐を投げつけあって。

でも投げるのは売れ残りばっかり。

豆腐だけに怪我もなく、よくできた夫婦喧嘩だわね！　

ということで、豆腐の『と』。　…To be continued　続かないかも

：

次回『な行』に、つ・づ・く

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



吝嗇Ｔスケ

吝嗇Ｔスケ

未来、人間に近い情緒を持ったＴ型ロボットが製造された。

しかし初期不良だった。

女性に対する感情コントローラーが壊れていて、スケベだったのだ。

すぐさまロボットに『Ｔスケ』の愛称が付けられた。

いや苗字もなければ方手（かたて）落ちだと、

『吝嗇Ｔスケ』に落ち着いたが、すべて廃棄処分にされた。 #twnovel 

【吝嗇】（りんしょく）：ケチな性分のこと、そのさま

：

娘の父に挨拶

…お嬢さんをください！ 

…やらんわい！いや嘘や嘘！どうしよっかな〜？

…ええっ、ほっ、にゃにい〜！？

と、“犬も狂う”といったリアクションをみせる男、

その様子を眺めて愉しんでいる父親。 #twnovel



：

小話の① 

…なぜ私と一緒に食べたいの？ 

…そのあとデザートにきみを食べたいからだよ。

…・・・♡ 

小話の② 

…人生のアップダウンは

　 　
　 ベッドの上だけにして・・・。

：

我慢ごっこのかみさんたち

…ほんに朝晩よーけ冷えますなあ、

　

　 あたし冷え性やけに、寒うて脳が沸きそうや。

…日中やてこの通りや寒波がスゴイわ、さぶうてさぶうて、 
　

　 すっぽんぽんになりたいぐらいや、ほんまに。

…奧さん、それだけはやめとき、ケーサツ来るで。 

へんくつ長屋、真夏の井戸端。 #twnovel

：

どうする？人手不足

２０３５年から日本で、

労働力を確保するための『拐かし奨励金制度』が、超法規スタートする。



中南米や東南アジアから人を掠って密輸入すると、

一人当たりなにがしかの金銭が支払われるというものだ。

もちろん移送は日本政府が全面バックアップ。

すでに大手商社や広域暴力団から問合せが殺到している。 #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



悟空とポケモンの実

悟空とポケモンの実

悟空や、キン斗雲にのってポケモンを捕まえてらっしゃい。

そして蟠桃園（ばんとうえん）の、桃の樹の根元に埋めるの。

するとね、十月十日で枝に、

それはそれはジューシーな黄色い実がたわわにできるの、

それがポケモンの実よ。ねね食べたいでしょ孫悟空！

などと神々は口々に煽り立てたが、

蟠桃園はすでに悟空によって食べ散らかされ、枯れ果てていた。

桃の実もポケモンの実もなくこの天界はどうなるのさ！と

天女は羽衣を脱ぎながらストリップティーズをやらかす始末。

すぐさま神々たちの輪ができて、やんやの喝采、末世の宴。 #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



注文の多い製麺やさん

注文の多い製麺やさん

丸亀製麺ができていました。

行きたい！でも仕組みが分からないので、初めてのお店は一人では無理！

といった悩み多き女性に、ひととおりのシステムをレクチャーします。

：

店に入るとまず上着を脱いで並びます。

徐々に人の列が前に進みますので、そのまま疑わずについていきます。

うどん玉の数を聞かれますが、

初めてだったら『小』と言うと良いでしょう、無難です。

その段階でスラックスやスカートなども脱ぎ捨てます。

あとはトッピングの天麩羅を一つチョイスするごとに

一枚二枚と身軽になるのが懸命です、

讃岐うどんをより美味しくいただくためにも。

そして、もうもうと立ちのぼる湯気、

うどんが釜から揚がるころはもうエクスタシー、



カラダに残ったの布の類（たぐい）をフロアにすべてうち捨てながら

『ストリップティーズ』を始めましょう。

その時、備え付けの『伯方の塩』をカラダに擦り込むと、よりベターですね。

すべて整うと、トレーを持ったまま店の奥に設えた暖簾をくぐってお進みください。

：

ここは一体どこ？おい、この先いったい何が始まるんだよ！

ってあらまワタシどうしましょ、素っ裸じゃないの！？

なんて『注文の多い製麺やさん』だこと、なにかの物語りみたいだわね！

けどおいしいよ、とり天もう一枚欲しいよママ！・・・など賑わう店の奥、

かくして至福の時を過ごしてうどん腹になった老若男女は、

そのまま家に帰ることはなかった。

そして、いまはもう誰もいない町〜♪♫♩♬　

・・・でみんなどこに行ったかって？

：

挿入歌『誰もいない海』作詞：山口洋子 作曲：内藤 法美 歌：越路吹雪

https://www.youtube.com/watch?v=gt-nBUGjLio

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

https://www.youtube.com/watch?v=gt-nBUGjLio


土偶レジェンドな妻

ヤマトフリークの彼

宇宙戦艦ヤマトの熱狂的ファンの彼、

テーマソングが吹奏楽なことがあって、クラシック音楽に嵌（はま）った。 

デパートで松本零士氏の即売サイン会があって出かけたが、

高額で購入を躊躇（ためら）ったことを後悔している。

ちなみに彼の描く漫画のサインは『ＹＯＫＯＹＡＭＡＴＯ』、

わたしの古くからの知人である。 #twnovel

ヤマトフリークのヨコヤマくん、重ねて端折ってヨコヤマト。

ちなみにわたしのバキッ！アイコンは彼の作です。

：

デカパイの彼女

巨乳のカノジョと机を並べて仕事をしていたとき、

休み時間に

両のオッパイを机にのっけて「ふぅ〜っ」と溜め息をついていました。



それを見てボクも同じように、

お腹のぶ厚い脂肪を机にのっけてひと息つきました。 #twnovel 

仕事場からは以上です

：

土偶レジェンドな妻

土偶は元祖『妖怪』。

人々が自然の中で感じていた、一種異様な気配をカタチにしたものである、

といった御説に『サライ』（妖怪特集）でお目にかかった。

『土偶』の由来は諸説紛々、私は古代人の“妻の塑像”説を採用したい。

・・・わが家にもそれは居る。 

…ふんっ！（細君） #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



朝の擬音

朝の擬音

朝ぐっもーにんすると、汗でだぐだだになっていた、

ふむむ、ぐっすうぴと眠れたかと、のっそと起きた。

じゃじゃぶぶぅとシャワワしてどっすと乗った体重計、

ふゅううと針が指す先は・・・なんでやねん増えてるやないか！ 

擬音（オノマトペ）はいくつだ？ #余談

：

熱湯ホース

暑いかおまえ、こんな真夏に厚い毛皮着こんでからに、

と愛犬（中型雑種）の心配をするお袋。

どれ井戸水でもかけてカラダを冷やしてやるかと、ホースを向けた。

・・・ギャワン〜と飛びあがる愛犬！？

炎天下ホースをほったらかしにしていたものだから、

先の方が熱湯になっていた、という話は二度目でしたっけ？ #twnovel



：

脚本家、プレゼンする

新人の脚本家がプロデューサーに作品の売りこみ、

大仰な身ぶり手ぶりをまじえてプロットを説明していた。

次回のゴジラはタイムスリップして、１９３１年の日中戦争にさかのぼります。

シベリアの凍土に突如隕石群が落下して太古の眠りから甦ったゴジラが、

スターリンやチャーチル、果ては毛沢東を白熱光線で焼き殺して

・・・ その勢いでアメリカに上陸、トルーマンを蹴散らします。

結局、ゴジラのおかげで日本が大戦に勝利するんですけど、これいいでしょ！

聞いていたプロデューサー「おまえ、ここをどこだと思ってやがる！？」と一喝。

ハリウッドだった。 #twnovel

：

ＭｃＤｏのポケモンたち

ＭｃＤｏを根城にしたポケモンたち、若者たちが押しかけて売り上げ２０％増。

いいじゃないか！と喜んでいたのは最初だけ。

ポケモンキャラたちが勝手に厨房に這入りこんで、

ハンバーガーやチキンナゲットを食べ散らかすものだから大赤字！ 

９月１日をもってポケストップ中止！の貼り紙が、

全世界のＭｃＤｏに。 #twnovel



：

二度打ちナース

まあ済みません、申し訳ないわあ、うわわ痛かったでしょ、

手のグーパーできますか、指先しびれてませんか、

一度針抜きますね、また刺しますね、ご免なさいね、

いやあらま血管が、ここかしら、ここらしいわね、ほほほ。

二度打ちナースはやたら饒舌（じょうぜつ）になる・・・ぐっぞ！

注射ベタ看護婦には何度も酷い目に遭っている、すべておばさんナース、

あたふたと口数が多くなる！（罪の意識か、いやただの誤魔化しか）

・・・採血センターは精鋭揃いだから一人もお目にかかっていないのだが、

こういったおばさんたちが送られてくるのは、

ＣＴ＆ＭＲＩ検察室とか処置室のようだ、いやほかにも。

・

（´-`）.｡oO（鯰の泡）

馬鹿たれナースめ、すでに６日目になろうとしているのに、

二度刺し、一度は抉（えぐ）られた感覚！

その周辺に針刺しの疼痛（とうつう）が走っている・・これって幻覚か！？ #実話

：

薬膳なっとう

中ネギの極細スライス、自然薯とろろ、烏骨鶏の黄身、にんにく微塵切り、

それらに納豆をかき混ぜてかつお節をふりかける。



仕上げはしょう油といの一番。

これが究極の晩酌の〆、

この料理を名付けると【薬膳ごちゃ混ぜ納豆】ということに。 #酒

：

暦の上では

…きょう立秋やで。

…え、もう秋かいな？

…暦の上ではやがな。 

…そっか、とするとキミも暦の上ではもう。 

…もう、ってなんやねんな！？

みたいな会話がワタシの脳内で行き交った、瞬間、確かに。 

ＢＧＭ：（恒例の）誰もいない海〜♪♫♩ #twnovel
 
：

Ｔｉｍｅ Ｌｉｎｅ

Ｔｉｍｅ Ｌｉｎｅはパラレル世界、フォローする人、される人、

お互いの相関関係を知らない人たちが流れている。

・・・だから話の綾取りみたいなＴｗｅｅｔが成り立つ、

言葉の尻取り、連想Ｔｗｅｅｔとも言うが、

何を呟こうが綾取られた相手は知らない。



Ｔｉｍｅ Ｌｉｎｅでは、隣室の人も階下の人も他人です、

しかしその他人と私の知り合いが親しい仲だったりして、

みたいなというか都会の集合住宅みたいな、

いやさらに階上の人もパラレル世界の中にいて。 #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



葬式（顔の）女

葬式女

葬式女もしくは二度寝の女。

青白い顔つきで、頭上に人魂を連れ歩く。

先日、斎場へ就職面接にいったが一発で落とされたそうだ。

「いかにも似合い過ぎ、

あんな女にディレクターされたら列席の人に気の毒！」と担当の人。

・・・でいま、中国大陸に渡って『泣き女』をしているが、

泣きっぷりといい紙銭の撒き方といい、堂に入っていてなかなかの評判、

引く手あまただという。 #twnovel

：

泣き女＝葬儀を盛りあげるために雇われた女性。泣きながら「某（なにがし）さんはいい人だ

った」などと故人を称え、紙銭（模紙幣）を撒いて歩く。

参照：ＮＨＫ『大地の子』（１９５５_山崎豊子）

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



花火の夜だった

シミュレーション

犯罪者になったつもりで防犯にあたれ！と命じられた新米警察官。

・・・毎日、シミュレーションに余念がなかったが、

ある朝、開眼したような顔付きで上司に『退官願』をだした。

それからしばらくしてのことだ、

全国を股にかけた怪盗が出没し始めたのは。 #twnovel 

いやはや、手口が鮮やかなのだ。

：

朝餉の唄

朝は味噌汁でないと目が覚めないわ、

そうだ菜園のおくらをスライスして彩りに。

冷や奴もＭＵＳＴね、納豆はよ〜っくかき混ぜて。

・・・さあいただきましょとお膳につこうとした時、

豆腐のカドでつまずいて納豆に顔ごと突っ込んでしまったワタシは、



どうなの、不幸かしら！？ #twnovel

：

花火の夜だった

おい、あのマンション邪魔や、花火が見えんわ！

さっそく女性デュオ・ピーナツにお願いしてモスラを呼んでもらったら、

当然ゴジラも追いかけてきた。

マンションごとき両雄対決の前には木っ端微塵！

おかげで怪獣の争いと花火が存分に愉しめた、

いやいい花火だったね、といった翌日。

旧知の男が「昨夜、

怪獣たちが暴れてうちのマンションが壊されまして！」と家族共々現れた。

「そうだった、君たちも住んでいたんだね、気づかなかった、いやご免」

「・・・？」 #twnovel

：

逝き逝きてゴキ軍

八甲田家の行軍・・・。

隊長！この家のなか、まるで食いもんが見当たりまへん、どないしまひょ。

栄養不足でカラダがさぶうなってきましたが。

諸君頑張れ、いま眠ったら死ぬぞ！・・・かくして。 

逝き逝きてゴキちゃん、死の行軍 #twnovel



Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



大阪が似合う

Ｔｉｍｅ Ｌｉｎｅ

Ｔｉｍｅ Ｌｉｎｅはパラレル世界、フォローする人、される人、

お互いの相関を知らない人たちが流れている。

・・・だから話の綾取りみたいなＴｗｅｅｔが成り立つ、

言葉の尻取り、連想Ｔｗｅｅｔとも言うが、

何を呟こうが綾取られた相手は知らない。

Ｔｉｍｅ Ｌｉｎｅでは、隣室の人も階下の人も他人です、

しかしその他人と私の知り合いが親しい仲だったりして、

みたいなというか都会の集合住宅みたいな、

いやさらに階上の人もパラレル世界の中にいて。 #twnovel

：

大阪が似合う_壹

友人とジャンジャン横丁をぶらついていると、

「水を得た魚のようやなあ、おまえ」＊と言われたことがある。 

意訳＝1＊風体が町に溶け込んでいる。



：

大阪が似合う_貳

咳ひとつなく喜志、富田林、

近鉄電車に揺られて阿倍野、天王寺、

足をのばして飛田、新世界、天下茶屋、それを行き過ぎて釜ヶ崎・・・。

おお咳ひとつなく佇むわれはここでなにを。 #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



先輩の背中

先輩の背中_Based on a untrue story

入社以来15年、常に先輩の背中を見て仕事に励んでいた。

その彼に、この春の移動で転勤辞令が下りたという発表があった。

今までの温かい指導に感謝の気持ちが込み上げてくる。

しかし何故だろう・・・！？

先輩の顔が何故か思い出せない。近づいて確かめようとするのだが、

いつも顔の部分だけが視線から擦り抜ける。

話しかけようとすると一瞬意識が飛んでしまう。

そんなある日の夕刻、人事部の後輩にそれとなく先輩のことを訊ねたのだが、

「なに言ってるんですか！その人は何年か前のちょうどこの時季、

転勤辞令が下りた朝だったと憶えていますけど」

「会社の前で脇見運転のトラックに跳ねられて即死だったじゃないですか」

「パトカーや救急車がサイレン鳴り響かせて大騒ぎでしたよ」と、

大丈夫ですかと言わんばかりの口調で、訝（いぶか）しがられた。

すると今まで見ていたのは誰の背中だったんだ。



よく飲みに連れて行って貰った筈なのだが、

思い出そうとすると記憶が空回り、濃い靄の中にいるような気分に。

パソコンに残されている先輩の辞令を見せて貰うと、

赴任地『黄泉』（よみ）と書かれていた。

それには人事部の彼も「まさか！これは何かの間違いでは」と、

あかね色に染まり始めた西の空を眺めて、呟いた。

・・・「先輩、いまどこに」 #twnovel short
：

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



ばかめうどん

ばかめうどん

馴染みのうどん屋さん。相席で私の前に座った老夫婦、旦那がまず注文を。

「わかめに、え〜と、何のっけるんやったかいな」

気短そうなな奥さん、旦那の耳元へ

「＃＄％”＆（＊＝）！＊１」と早口で捲したてる。

何を言われたのか旦那、突如大声で、

「わかめに、え〜と・・このばかっ、黙ればかめっ！」

注文伺いに来ていた店員さん、自分の方を向いて怒鳴られたものだから、

怒ってこの老夫婦を店から追い出したとさ。　 
：

奥さんの言葉＊１

「あんたはよ言わんかいな！『わかめ』に『きつね』のせるんやろがな、

いつもほんまにトロくさいやっちゃな！」 #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。わかめうどんときつねうどん＝わかきつうどん



ダライ・ラマ

野良猫の骨格

大雨に叩かれて濡れ鼠になった野良猫が、

やせ細ったカラダを露わに晒（さら）して表を歩いている。

尖った背筋と肋（あばら）の輪郭、食事情は劣悪のようだ。

テリトリー内で同族＆近親種との生殖を繰り返して、

何代にもわたって界わいに棲息しているので毛並みがパターン化。

にゃんとも、捨て去った飼い主の顔を見たいものだ！（怒） #twnovel
・

２０１６.９.２０ 高知沖を台風１６号（マラカス）通過

：

ダライ・ラマ

見晴るかすチベット高原を、

セコハンの定期バスが村から町へとのったりと走る。

車内はもとより屋根まで人々が所狭しと乗り込んで鈴なり状態、

搭乗制限どこ吹く風と、定員ほぼ２００％オーバー。

後部デッキでは、ガード柵からチンコを思いっきり突きだして



「ダライ・ラマ〜っ！」と叫びながら小便を迸（ほとばし）らせる少年、

大空に吸い込まれていく声、われ関せずと草を食（は）むヤクたち。 #twnovel 
・

微熱の夜に

：

死に場所

大丈夫〜♪♬ 

２０２８年、巨大メテオ群が地球に激突するというシミュレーション結果！

不可避かつ未曾有な事態に、

各国政府は『自死用の内服セット』を全国民に支給することに。

老いも若きも、逝く時はみんな一緒だよ！ #twnovel　
・ 
参考_洋画『渚にて』（１９５９）

２０３０年には４７万人が「死に場所難民」に！病院でも家でも死ねない人が続出 
http://zasshi.news.yahoo.co.jp/article?a=20160919-00000024-sasahi-soci … … …

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

http://zasshi.news.yahoo.co.jp/article?a=20160919-00000024-sasahi-soci


雨の日

雨の日

雨の日は天麩羅ね、とお母さん。

雨がカーポートや庭木をたたく音って、

お鍋で天麩羅がはじける音がよく似ているわ。

だから、お台所とお外とで二重奏するのよ。 #twnovel

：

調合薬局にて

…このお薬には飲むと死に至るという副作用があります。

　 　
　しかし穏やかに、かつ速やかに逝くことが出来ますので、 
　 　 　
　 安心して服用いただけます。

　

　こちらが二週間分のお薬になります。



…はあ・・・？ #twnovel

：

恨めしや

死ぬまで憎んでやる、と、死んでも憎んでやるは同意フレーズだが、

死んでしまうと怨念は無力化する。 #余談 

裏の飯やさん

：

国境の壁

メキシコ国境に壁を建設しようとしたが、予算膨大に。

「インポシブルや！」と気づいたトランプ大統領、

一帯を雑草で埋め尽くして『草結び』『落とし穴』

『犬のフン』『肥溜め』を無数に仕掛けた。

これには越境者もタジタジ、

だれも国境を越えなくなり問題は平和的に解決した、筈だ。 #twnovel

：

シュプレヒコール

ＵＳＡからＵＳＯ（うっそ）に。

ＵＳＯ、ＵＳＯ！悲鳴に似たシュプレヒコールが轟きわたる自民党本部、

安倍晋三はトイレに籠もって出てこない。

ＢＢＣ放送はすでにトランプ氏の人となりを紹介している。



曰く「ハンサムでいい人、篤志家、アメリカの希望の星だ」などと。

・・・日和っちゃってるよ。 #twnovel

：

大統領選挙の夜

いまアメリカは午前１時、 

大統領選挙の夜にシンパシーを感じあう見知らぬ男女、

そのままベッドイン＆ゴールイン。

数年を経て続けてできた５人のベビーたちは出会いの日にちなんで、 

ＳＰＡＤＥ、ＨＥＡＲＴ、ＣＬＵＢ、ＤＩＡと名付けた。

５人目は当然・・・などと

お寒いＪＯＫＥが勝手に一人歩きを始める。 #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。福岡の陥没事故写真のコラージュ。制作者不詳。不可の場合

はご一報を。



共和黨





共和黨

投票用紙に

 
『Ｒｅｐｕｂｌｉｃａｎ_共和黨』『Ｄｅｍｏｃｒａｔｉｃ_民主黨』の表記。

福沢諭吉は知っていた、使節団（１８５９）の随行員として渡米した時から、

投票用紙に漢字表記があることを。

アメリカにはすでに、漢字文化圏からの中国移民が多かった。

第１５代大統領Ｊ.ブキャナンの時代だったが、

あたかも全米は「ＣＨＡＮＧＥ！」の声が渦巻く、

大統領選挙のまっただ中にあった。 #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

何気に転載したが、エリック・トランプ・・・本物の投票用紙だったよ。



三兄妹

三兄妹

わが家の三人の子どもたち、幼い頃は『マトリョーシカ』兄妹と評判、

近所の人たちに可愛がられていたが、

中学へ上がるころには全員が急成長and激太り、

いまや“チャンコ三兄妹”と呼ばれて、さらに可愛がられている。 

ごっちゃんでえす〜♪♬ #twnovel

：

先ほどＳＡＩが歯医者さんで

…お爺ちゃん、いかんで！

　

　マジックでシルシ付けたりして。油性やから取れんやないの。 

お爺ちゃん、優先的かつスピーディに治療して貰おうと、

痛くて堪らない歯にあらかじめマジックでマークして、

かかりつけの歯医者さんに来院してきた。

…それにお爺ちゃん、違うがな、悪いんはその横の歯や。

…ふがあ！ #実話



：

醜女は愛嬌だ

美人は三日で飽きる、

だけど醜女（しこめ）は・・といった諺みたいなフレーズをネットで探し出して、

おおそうなのか、面白いな〜♪♬などとはしゃいでいると、

オフィス唯一の醜女な女性が切歯扼腕していた。

「女は顔じゃない、愛嬌だよ」と優しくいたわると、

いきなりはっ倒された。ううっ。 #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



白日の悪夢

白日の悪夢

妻は旅行中。

休日の昼下がり、コーヒーでもと薬缶をガスコンロにかけた。

ソファに腰かけて一服・・・あ、タバコ切らしてるよ。

いつものタバコ屋さんまで歩いて行くと閉まっていた、

足をのばしてその先のコンビニへ。

気になっていた週刊誌の記事を立ち読みして、引き返した。

歩きタバコで家の近くまで戻ると、

辺りは消防車や人だかりで騒然・・・火事だ！まさか！？ #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



ブリキ玩具

ブリキ玩具

加速度的に高齢を聞こし召す近所のお爺ちゃん。

昔は登山趣味で、

休日などアルピニスト正装で颯爽とお出かけしていたものだが、

近ごろ自転車の練習に余念がない。

…猫が自転車漕いでるみたいやったわで、

　 と失礼なことを言う妻（さい）

…なんやそれ！？

　 そんな日本製のブリキ人形あったなあと拙（せつ） #twnovel

：

頗るつきの喋る

（あまり知らない）何人かで席を囲んだとき、

当然しばらく沈黙があったりする。

彼女にはこれをとてもプレッシャーに感じるそうだ。



みずから話の糸口を見つけて喋るわ喋る、

スコップ（頗る）つきのシャベル（喋る）みたいに、

喋らずにはおれなくなるのだと。 #twnovel

：

蝶々効果

バタフライ・エフェクト（蝶々効果）・・・聞き覚えのある言葉だったので

“ニコニコ大百科”してみた。〜中略〜 

日本語に置き換えると『風が吹けば桶屋が儲かる』になるのだそうで、

これホントか！？ #余談

：

君への手紙 _桑田佳祐

羽のない鳥がいる 水のない川を行く〜♪♬

暗喩（レトリック）が曖昧だが、

なんとなく現代詩っぽく聴こえるからいいよ、

彼の歌は言葉もメロディのうちだからなあ。 

・・・がしかし「櫓（ろ）のない船を漕ぐ」ってなに！？

あとの歌唱が、

脳内でゲシュタルト崩壊（煮崩れる湯豆腐）しちゃったわ！ #余談

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



ヨイショ

ヨイショ

早撃ちガンマンに決闘を挑まれそうになったら、

まずガンマンを褒めちぎる。・・・思いつく限りの称賛の言葉を駆使して。

これは心臓を撃ち抜かれないために張る煙幕、

もしくは決闘に持ち込まれないように場を和ませる処世術。

日本古来のお座敷パフォーマンスをベースにした、

スゴ腕の相手と西部地区限定の『幇間芸』（ほうかんげい）である。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



名調子

謎は乱丁にあり

ストーリーを先読みしたがるせっかちな読者を戒めるための

『推理小説』が刊行された。

この本には、落丁ならぬ“乱丁”が仕込まれていて、

謎解きページが無作為に挿（はさ）まれている。

うっかり読んでしまうと大変だと、みな慎重にページをめくるのだ。

それでもいきなりクライマックスに出会ってしまう人もいて、

かなりスリリングな『推理小説』だ！と大評判、

続々と重版出来（しゅったい）とか。  #twnovel

：

名調子

８８歳で大往生したお爺さんの七回忌で喪主のお父さん、

法事に集まった親戚の人たちを前に

　

「２年後にはまた婆さんの七回忌がありますが、

お集まりの方たちの何人が生きておりますか、心配です」と、



名調子の挨拶。 #twnovel  聴いている老人衆の目が点になっている。

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



夢か現（うつつ）か、創作か。

苔生す軀（からだ）

自分の体毛に繁殖させた苔（こけ）を食糧にする『なまけもの』。

ＴＶでその生態を観て感動した某（なにがし）氏、

垢（あか）を溜めこんだ皮膚に苔を植え付けるべく、

風呂にも入らず野宿の日々。

いまでは苔どころか茸（きのこ）まで生え始めて、

自給自足の生活を愉しんでいるという。 #twnovel

：

或るコンペ

パイ焼きコンペに応募すべく、創作パイを３枚焼いた。

あとは箱詰め＆発送だ。

弟子が、新しい白箱に無理詰めしてひっくり返した。

「逆さにしたら、パイが全部グチャグチャになっちゃうよ！」と焦る私。

傍らで草鞋（わらじ）大の豚カツを３枚、

手に余して「これどうしましょ？」と、もう一人の弟子。 #夢



Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



中坊のラビット

中坊のラビット

ひと昔前の『ラビット』（スクーター）は運転カンタン、

免許もヘルメットも不要で、制限速度なしの*ぶっ飛ばし放題。

日曜日など義兄の愛車を借用して、

知り合いのいない隣町までピンク映画を観に行っていた。

いま考えるとあれ、排気量１２５ＣＣはあったよな。

・・・というか、おれその時、中学生。 #ツイノベ 

*一部記述に嘘

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



へ、へびっ！

大雨の夜

「雨が小降りになってきたなあ」

大雨で増水した河川の見張りにやってきた消防団員たち。

「おい川岸になんか丸まってるで、取り除いとくか」と、

その大きな塊（かたまり）を抱えた団員が絶叫した。

「うわーっ！」

幾つもの鎌首が一斉にこちらを向いたのだ。

数１０匹のヘビが絡まりあっていた。 #ツイノベ

：

ボロ縄

その昔、近所の畑で作業していたおばはんに

「足もとにヘビが這ってるで、ほらそこや！」と嘘を吐（つ）いて驚かせたことを、

四半世紀経ってもまだ根に持たれている。

・・・ヘビは私も嫌いだが、

おばはん、ボロ縄をヘビに見間違えるか !？ #ツイノベ



Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



加油

加油

加油！

・・・がんばれ！という意味の中国語だった、

読みは『カーユ！』、“音読み”そのまま、ということを昨夜のＴＶで自習した。

さらに、音読みは漢字の発音に基づく読み方。

訓読みは、漢字の持つ意味から生まれた読み方である、ということも。

http://kanjibunka.com/kanji-faq/old-faq/q0250/
：

火災現場で、

消防車の放水を遠巻きに眺めて「加油！加油！」と囃（はや）し立てる男。

「なんですか、あの人？」と、中国中央電視台のＴＶ中継車が男をズーム。

#twnovel　放火犯だった。

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

http://kanjibunka.com/kanji-faq/old-faq/q0250/


３Ｄ加工

３Ｄ加工

近い未来のお話。

バーチャルからリアルへ！人間の３Ｄ加工がスタンダードになって、

巷（ちまた）にあふれかえる没個性な美しきウーマンたち。

「ことしのトレンドはうりざね顔でスレンダー、ほどよい肉付き、

巨乳は去年までなのよ」などと３Ｄサロンで女性たちの井戸端会議。

それを眺めて「春美（はるみ）ちゃんも言ってたけど、

“美は乱調にあり”って言うんだぜ」と

男たちのぼやき節、しきり。  #twnovel

：

家長

夏には餅を搗（つ）け、冬には祭り寿司を拵（こしら）えろ！

寝たきりなってからも、家長制度の名残か明治生まれの所為（せい）か、

我が儘の言い放題・・・一日二十四時間、母をさんざん煩わせた祖父は、



今ごろ極楽浄土で朝寝朝酒〜♪♫   #twnovel

：

ＴＥＡＭ ＷＯＲＫ

ＴＥＡＭ ＷＯＲＫって良きも悪しきもＴＥＡＭ ＷＯＲＫなんだな、

とムショで黄昏（たそが）れる『集団強姦罪』のオトコたち。

仲が良すぎて芋づる式に捕まってしまった。

ＳＮＳで、氏素性や顔写真が日本全国から近隣国までに晒されて、

・・・さてどうするよ、出所後の、おれたち !？   #twnovel
：

追いはぎ

ほしたらあんさん、着てるもん全部寄越しやがれ、て言いまんのか？

そら欲深すぎるんやおへんか。

えなに、褌（ふんどし）も脱げて、あんまりでっせ、金玉が冷えますがな！

小半時（こはんとき）前から、追いはぎに身ぐるみ剥がされて、

暗い山道に立ち尽くす旅人の独りごち。

ぐっしゅん！・・・ほらみてみいな、風邪引いてもうたやないか。  #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

：

#twnovel＝ツイノベ（Twitterで書いた、１４０文字前後のNovel小話）



ある朝の姉弟

ある朝の姉弟

 

ジャーン！ジャーン！「うるせえこのやろめ！」

 
止めても止めても、何秒か後にけたたましく鳴りだす目覚まし時計と、

 
毎朝格闘をしている弟の傍らで、

 
きょうも早起きをして授業の予習をする姉。

 
「またやってるわね、そうだ♪♬」

 
姉はこの朝、目覚まし時計を

 
弟の手の届かない所へ移動させるという“いたずら”を思いつく。

 
ジャーン！鳴り始めた目覚まし時計を止めようと手を伸ばす弟、

 
「あれ、どこいったよ、ない !？」

  
フトンを背負ったまま忌まわしい音を這って追いかける弟、

 
さらにその手の先へ持っていく姉。

 
つい、いたずらに夢中になった姉、しつっこく起きない弟、

 



とうとう二人そろって学校を遅刻してしまった。  #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。

 



一線と死線

一線と死線

朝、お仏壇に向かって

「何だ『一線』ぐらい！ワシなんかボルネオで『死線』を越えてきたわい、

なあ婆さまよ！」と爺さんが独りごちている。

五体満足で終戦を迎えたものの、

婆さんに先立たれたのが心残りだと。 #ツイノベ 

茶の間のＴＶからはワイドショー、議員さん同士の不倫騒ぎが流れている。

：

Ｋ某氏の記憶

ちょっと前（かなり）、

啓発セミナーから帰ってきたＫ某氏、やたら声が大きくなった。

「おはようございます！」はまだしも、

昼飯ドキの食堂で「いただきます！」の声がけたたましかった。

・・・感化されやすい性格が図らずも露呈したが、

人を感化させることはあり得ない人柄だったので、

みな静観していた。 #ツイノベ



：

パチンコ狂時代

夫さんが転勤辞令を拒否して退職、すぐには仕事が見つからず、

かといってご近所さんの手前、家でゴロゴロしている訳にもいかず、

出勤モードで家を出てパチンコ店通い、あげく中毒になってマチ金地獄。

ついに妻さん、子どもさんを連れて離婚、一家崩壊！

・・・という悲惨な話を最近聞いた。 #ツイノベ

そうだ、パチンコを法律で全面廃止して、競輪を推奨しよう

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



一人で賑やか

一人で賑やか

机の前でぼお〜っと座っていたり、表通りを眺めていると、

突如脳内に脈絡なくストーリーが立ち上がって転がり始める。

一人にやついていたり、憤懣やるかたない顔をしているときは

白昼夢（白日夢）の最中だから決して話しかけないでくれ。 

また私の頭のなかにはもう一人のワタシがいて、よく二人で討論している。

興奮して両耳の穴から煙を噴きだしているときは、

議論が白熱して自我が暴発する寸前だから声をかけてくれ。

：

群集のなかの孤島に、私はいつもワタシといる。 #ツイノベ

：

甲殻飛翔体



昨夜ＴＶで『蚊を研究する中学生』『マダニの生態ルポ』、

挙げ句『うえにし小百合と、ほぼヤクザな公設秘書』の下りを立て続けに観た。

それらが尾を引いたのか暑く寝苦しい夜、

古代生物のような甲殻や触覚を持った７〜８センチ大の虫たちが、

床を這い、群れて部屋のなかを羽ばたく夢を見て、酷く魘（うな）された。 #夢

：

夏休みが始まった

ＮＨＫラジオで、夏休み恒例の“生涯学習”番組

『子ども科学電話相談』が始まっていた。

・・・聴いているのはおじいさん、おばあさんだったりする。

子どもたちは遊びにいそがしく、大人しくラジオの前にいない。 #余談

：

勝ちにこだわる横綱 　２０１７.夏

…中継観とらんのやけど、白鵬どうやった？ 

…立ち会いで体を交わしたで。（と、動作で見せる）

…ほんまに！（怒）

ＳＡＩは大の白鵬嫌い、横綱らしからぬ取り口に場所中憤懣やるかたない。

しかしここにきて（記録達成前から）マスコミが沈黙、ｔｗｉｔｔｅｒも凪ぎだ。

・

なるほど、二所ノ関親方！・・・新聞のコメント。 #余談



Ｐｈｏｔｏは某地方紙から無断転載。不可の場合はご一報を。



鰐の生餌

鰐の生餌（わにのいきえ）

赴任先の賃貸マンションで、

「生ゴミは出さん、食べ残しは全部トイレに流しとる。

下水で飼うとる鰐（わに）の餌にええんや！」と豪語していたおっさん。

その日、床のタイルに足を滑らせて、

生ゴミと一緒にトイレのなかへ飛び込んでいった。

どこをどう流れていったのか数日後、

ぐちゃぐちゃに噛み砕かれた人骨一体が河口に吐きだされた。 #twnovel

現場では、顎の発達した未確認巨大大陸性生命体（ＭＵＴＯ）に喰われたのだ、

という噂がまことしやかに語られていた。

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



お婆ちゃんのヒーロー

お婆ちゃんのヒーロー

飛行機乗りの制服に憧れててなあ、逢ったとたんに一目惚れや！

と遠い目をして昔を懐かしんでいたお婆ちゃん、

いま思うとあの白いマフラー、

なんで出来ていたんやろか、絹かいな !？などと。

そのお爺ちゃん、特攻に行く前日に終戦、

敵艦に突っ込めなかった悔いに苛（さいな）まれながらも、

長寿を全（まっと）うしたそうだ。

酒に酔うと必ず、先に逝った戦友に申し訳ないんじゃ、

と荒れてたなあ、と。 #twnovel

：

負の連鎖

北の水爆が上空で炸裂する寸前、

太陽フレアが飛んできて、これで相殺されるわ、と安堵。



直後ニッポン列島沈没！慌てふためくものの、間もなくグアム近くに浮上。

が、長時間潜っていたので、全員溺死・・・とその時、

北のＩＣＢＭが米軍グアム基地に着弾！どーするよオレ !？ #twnovel

Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



疒（やまいだれ）マスコ・狂描譚

疒（やまいだれ）マスコ・狂描譚

どこやらの巷（ちまた）から生あたたかい風にのって、

拍子木を打ち鳴らす音が聞こえてくる。

あれは穢多芸人たちが芝居小屋を開く合図、

疒（やまいだれ）の膿をしたたらせて狂描芝居の幕が開くのさ。

村人たちよ誘い合わせてお越しを、あの山坂をひと跨ぎしたらすぐだから、

仄かに揺れる灯明を目印に。 #poem

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



試写会にて

試写会にて

完成試写会。ステージには監督や主演俳優たち、満席の館内。

エンドロールが終わったあと、客席から老夫婦の拍手。

しかし拍手の輪が広がらない。・・・スクリーン袖から客席を覗いた監督は、

感極まって嗚咽をこらえている観客たちを見た。 #twnovel

：

さてこの先

年収不足、独身、少子、人口減、年金破綻など・・・不幸のスパイラルが続く。

こうなることは昔から分かっていたのに、

国の官僚たちが事なかれの能力不足で。

ほら聴いてみて、巷（ちまた）の怨嗟の声を。 #twnovel 

連れ合いが欲しいよ、子どもが欲しいわ、でもなあ、でもね

：

中高一貫

銀座の鮨店で、カウンターに座った小学生連れのお父さん。

わが子に鮨デビューさせようとレクチャーをしている。



しばらくして、緊張した面持ちで小学生、

「中高一貫お願いします」と。大将、思わず「はい !？」と聞き返した。

受験シーズンだったのだ。

・・・やがて中トロ一貫が握られた。 #ツイノベ

：

輪廻転生

幼少時に失明した青年。ドナーを得て無事手術を終えたのだが、

“見え“がおかしい。道ゆく人たちの顔が、は虫類や昆虫などの顔に見える、

まるで仮面舞踏会 なのだ。

なるほどこれが『輪廻転生』、生まれ変わりの姿なのかと。

その時ふと、ウィンドーに映った自分の顔を見ると！ #ツイノベ

：

騙されやすいほ乳類

未来、異星人が足しげく地球に訪れ始めた。

ほどなく、惑星間で会話できる『翻訳機』が開発された。

異訳によるトラブルを恐れた政府により、

異星語を善意に翻訳するようにプログラムされた。

かくして疑うことをしなくなった地球人は、

あっけなく異星人の詐欺集団の餌食に！ #twnovel



Ｐｈｏｔｏはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



モテ期

モテ期

団地の奥さん、近所のスーパーで立ち話。

「ワタシ昔はとってキレイだったのよ」

「お肌だってつるっつる！そりゃもてたわよ！」。

免許証から色あせした写真を出して、

「これがその時のよ、懐かしいわあ、この若さが」。

「…あ、あかちゃん!？」。

「そう、この頃がモテ期ピークだったの！」。 #twnovel

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



苺ショートとコミックとぼくの涙と

苺ショートとコミックとぼくの涙と

コミック誌を読んでいて泣けてきた、

恥ずかしいから本で顔を遮りながら、

日本の漫画は優れているね！と言った。あれ？返事がない。

一緒に読んでいた友人の顔も涙でぐじゃぐじゃになっていた。

お茶を持って来た母がその様子を見て、

ケーキごとお盆を落っことした。食べ損ねたよっ！とまた涙が。 #twnovel 

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



SMILE

SMILE

ドーナツショップで。

「お客さんには笑顔で！」と徹底して教育されているにもかかわらず、

きょうも無理に笑おうとして女性店員の顔が引きつった。

運悪く、そのとき訪れた客がとてもシャイなお兄さん。

「僕も微笑み返ししなきゃあな」と無理をしたものだから、

彼の顔面が複雑な“こむら返り”を起こしてしまった。

カウンター越しに、

緊張感あふれる二人の顔面対決が始まってしまったのだ！

やがて、女性店員の“比類なき笑顔”に迫力負けしたお兄さん、

100円だけ払って何もオーダーせずに帰っていった。

・・えっ、この金ってスマイル代のつもりなの !？l

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



貸本屋

貸本屋

ゲゲゲの水木さんや、ゴルゴのサイトウさんが貸本漫画を描いていた頃、

週刊少年マガジンも発刊されておらず、ＴＶの普及もまだまだだった。

家での子どもたちの楽しみは、貸本漫画を読むことぐらい。

廊下で日なたぼっこをしていた初冬…

家の前を、隣の娘が肩を震わせて泣きながら走っていく。

手には数冊の本をしっかと抱えている。

あとで聞くと貸本屋への返却日を忘れていて、

母親にこっぴどく叱られたという。



子供にとっては大金だったんだな、延滞料。

やがて週刊漫画誌が発刊され始めると、

潮が引くように町から貸本屋さんが姿を消していた。

新しい娯楽を手に入れ始めた子どもたちは、

そんなことには頓着することもなく・・。

Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。



或る日のごご5時

 
或る日のごご5時

大相撲の升席が来場所から「掘りごたつ」スタイルになり、

足腰の弱いお年寄りたちから喜ばれている。という嘘を考えていたら、5時近い。

・

親指の先が破れたソックスで家の中を歩いていると、

台所でじゃが芋が芽を吹いていた。

「じゃが芋足」ってこのことなんだよ、という話を思い出していたら、もうすぐ5時。

・

きゅっ、ぽん、ちゅ！

・・硝子のアンプルをハート型のやすりで切って、

指先ではじいて注射針で液を吸い上げる音を思い出していたら、ちょうど5時。

・

テリトリーの頂点に立って生きろ！と、猿山に捨てられた彼。

・・いまどうしているだろう!？と心配していたら、5時を回った。

・

アントキノイノチVSアントニオイノキ、なんて愚にも付かない難問に呻吟しても、

お腹は起きない。夕飯までまだ遠い、いま5時5分。

・

人使いが上手な人を「人たらし」と云うのだと学習、



「女たらし」っていうのもそういうことか、と壁の時計を見たらすでに5時10分。

・

それが人にモノを与える態度か！と、

道ばたで空き缶を前に置いて正座しているおじさんに酷く叱られた、

という文章を推敲していたら、5時半が近い。

・

肉（にく）＝18、4×4るいるい（死屍累々）、しちしち四十九日。

・・週刊モーニング『鬼灯（ほおずき）の冷徹』の地獄の番人たちの、

九九ギャグ計算に感心していたら、もう夕飯だ。

 
Ｐhotoはネットから無断転載。不可の場合はご一報を。


